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写真は、今年成人式を迎える�
左から紺田悠史さん、竹田　恵さん、山田恵梨さん�

�

第48回 庄川町成人式を挙行�
　１月７日　午前10時よりふれあいセンター
で、107人（男69人・女38人）の若者が20歳の
門出を迎えます。�

21
世
紀
が
ス
タ
ー
ト�



輝
か
し
い
二
十
一
世
紀
の�

　
　
　
　
　
　
　   

新
春
を
迎
え�

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。�

　
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
町
民

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
二
十
一
世
紀
幕
開
け
の
新
年
を

町
政
遂
行
の
責
任
者
と
し
て
迎
え

る
こ
と
が
出
来
ま
す
こ
と
に
、
改

め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
「
謙
虚
」
と
「
感
謝
」

を
忘
れ
ず
「
一
心
成
就
」
と
「
公

平
」
を
旨
と
し
、
ひ
ら
か
れ
た
町

政
を
展
開
す
る
と
と
も
に
対
話
と

協
調
と
連
帯
の
も
と
、
町
民
皆
さ

ん
の
参
加
と
協
力
を
得
て
活
力
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
参
り

た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る

所
で
ご
ざ
い
ま
す
。�

　
さ
て
、
昨
年
は
、
２
０
０
０
年

と
や
ま
国
体
剣
道
競
技
会
が
開
催

さ
れ
、
富
山
県
選
手
団
は
、
剣
道

競
技
男
女
総
合
優
勝
と
い
う
快
挙

を
成
し
遂
げ
、
庄
川
町
民
に
大
き

な
感
動
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
れ
も
偏
に
競
技
役
員
や

町
民
皆
さ
ん
の
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
結
果

で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。�

　
ま
た
、
庄
川
町
の
将
来
に
亘
り

生
き
生
き
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
行
い
、
適

正
な
行
政
運
営
を
図
る
た
め
「
み

ん
な
の
幸
せ
と
安
ら
ぎ
を
求
め
て
」

を
テ
ー
マ
に
第
４
次
庄
川
町
民
総

合
計
画
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画

を
策
定
い
た
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

町
民
の
幸
せ
の
実
現
に
む
け
て
全

身
全
霊
を
傾
注
し
、
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
、
本
年

も
町
政
へ
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
新
し
い
年
が
町
民
皆
様

方
に
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。�

2H13年／１月号�

庄
川
町
長�

　
　
　
藤
森 

栄
次�

平
成
１２
年  

お
も
な
出
来
事�

�

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
２
０
０
０
年
問
題
で
対
応
（
Ｙ
２
Ｋ
）�

・
21
世
紀
を
担
う
若
者
た
ち
　
第
47
回
庄
川
町
成
人
式
を
開
催�

・
嶋
田
数
男
氏
が
国
際
芸
術
文
化
賞
を
受
賞�

・
砺
波
嵐
山
桜
保
存
会
が
日
本
さ
く
ら
の
会
功
労
賞
を
受
賞�

・
加
藤
勝
男
氏
が
町
収
入
役
に
就
任�

・
田
上
　
弘
氏
が
町
教
育
委
員
会
教
育
長
に
就
任�

・
町
の
ポ
イ
捨
て
防
止
条
例
が
施
行
さ
れ
る�

・
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト�

・
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
年
齢
を
小
学
校
入
学
前
ま
で
に
拡
大�

・
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
探
る
、
夜
な
べ
談
義
を
開
催�

・
若
者
の
館
で
初
の
結
婚
式
　
梅
崎
真
応
・
三
枝
子
さ
ん
夫
妻�

・
み
ど
り
の
日
記
念
植
樹
を
実
施
（
ふ
れ
あ
い
花
街
道
）�

・
町
政
モ
ニ
タ
ー
を
対
象
に
一
日
課
長
を
実
施
　
新
た
に
２
名
を
委
嘱�

・
新
町
政
モ
ニ
タ
ー
　
太
田
喜
代
子
さ
ん
（
高
儀
新
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
窪
　
義
治
さ
ん
（
金
　
屋
）�

・
育
児
支
援
セ
ン
タ
ー
を
青
島
児
童
館
に
開
設�

・
児
童
手
当
の
支
給
対
象
年
齢
を
小
学
校
入
学
前
ま
で
に
拡
大�

・
町
民
の
期
待
を
担
う
町
議
会
議
員
14
名
決
ま
る
（
無
投
票
当
選
）�

・
衆
議
院
議
員
選
挙
投
票
日�

・
組
合
立
が
解
消
さ
れ
、
町
立
庄
川
中
学
校
に
校
名
が
変
更
さ
れ
る�

・
臨
時
町
議
会
で
議
長
に
山
森
文
夫
氏
就
任�

・
水
記
念
公
園
が
オ
ー
プ
ン
し
て
10
周
年
を
迎
え
る�

・
綿
貫
民
輔
氏
衆
議
院
議
長
に
就
任�

・
消
防
団
操
法
南
砺
支
部
大
会
で
第
４
分
団
が
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝�

・
閑
乗
寺
高
原
夢
木
香
村
の
利
用
客
２
万
人
を
達
成�

・
庄
川
中
学
校
女
子
剣
道
部
が
全
日
本
少
年
剣
道
錬
成
大
会
に
出
場�

・
新
任
区
長
を
対
象
に
一
日
課
長
を
実
施�

・
姉
妹
都
市
鵡
川
町
と
の
小
学
生
友
好
交
流
事
業
を
実
施
　
小
学
６
年
生
20
名

１
月
１
日�

　
　
９
日�

２
月
21
日�

３
月
27
日�

４
月
１
日�
����

　
　
13
日�

　
　
16
日�

　
　
29
日�

５
月
10
日�

��

６
月
１
日�

�

　
　
20
日�

　
　
25
日�

　
　
30
日�

�

７
月
２
日�

　
　
４
日�

　
　
９
日�

　
　
19
日�

　
　
26
・
27
日�

　
　
27
日�

８
月
17
〜
21
日�



新
世
紀
の
幕
開
け
は�

　
　
地
域
に
根
ざ
し
た
政
治
か
ら�

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。�

　
年
頭
に
あ
た
り
、
町
議
会
を
代

表
致
し
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
申

し
上
げ
ま
す
。�

　
昨
年
は
、
42
年
ぶ
り
の
国
民
体

育
大
会
剣
道
競
技
会
が
本
町
で
開

催
さ
れ
、
男
女
総
合
優
勝
の
快
挙

に
酔
い
し
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
事
は
多
く
の
町
民
皆
さ

ま
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
、

心
を
一
つ
に
結
集
し
成
し
得
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
２

０
０
０
年
ミ
レ
ニ
ア
ム
に
相
応
し

い
出
来
事
で
あ
り
誠
に
感
慨
深
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。�

改
め
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
い
よ
い
よ
、
２
０
０
１
年
、
新

世
紀
の
幕
開
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。�

　
低
迷
す
る
経
済
、
混
沌
と
す
る

政
治
状
況
で
す
が
明
る
く
希
望
に

満
ち
た
住
む
人
の
た
め
の
ま
ち
づ

く
り
、
ハ
ー
ド
で
は
な
く
ソ
フ
ト
、

物
質
で
は
な
く
心
、
過
度
の
競
争

で
は
な
く
対
話
と
協
調
こ
れ
ら
を

旨
と
し
町
民
と
議
会
が
一
体
と
な

っ
て
繰
り
広
げ
、
小
さ
な
事
か
ら

始
め
る
勇
気
と
そ
れ
を
大
河
に
す

る
根
気
を
も
っ
て
、
地
域
の
政
治

を
展
開
し
た
い
と 
考
え
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
本
年
は
巳
年
で
あ
り
、

巳
は
金
運
で
大
変
珍
重
さ
れ
縁
起

の
良
い
干
支
で
、
財
政
厳
し
き
折

一
筋
の
光
明
に
な
れ
ば
と
期
待
し

て
お
り
、
こ
の
事
に
是
非
あ
や
か

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
町
民

皆
さ
ま
の
町
政
に
対
す
る
尚
一
層

の
ご
理
解
と
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。�

�

��

3 H13年／１月号�

庄
川
町
議
会
議
長�

　
　
　
山
森 

文
夫�

を
派
遣�

・
中
学
校
の
メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ム
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器
が
整
備
さ
れ
る�

・
庄
川
中
学
校
女
子
剣
道
部
が
全
国
中
学
校
剣
道
大
会
で
、
ベ
ス
ト
16
に
進
出�

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
験
館
を
開
催
　  

期
間
中
は
１
０，
３
０
０
人
の
来
館
者
で
賑

わ
う�

・
有
澤
幸
夫
氏
が
町
教
育
委
員
会
教
育
委
員
長
に
再
任�

・
介
護
保
険
制
度
　
65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
徴
収
開
始�

・
２
０
０
０
年
国
体
の
大
会
旗
・
炬
火
リ
レ
ー
隊
が
町
中
を
駆
け
抜
け
る
　
48

名
の
町
民
の
み
な
さ
ん
が
走
者
と
し
て
リ
レ
ー
さ
れ
る�

・
富
山
県
知
事
選
挙
投
票
日
（
中
沖
　
豊
氏
　
６
選
）�

・
２
０
０
０
年
と
や
ま
国
体
秋
季
大
会
剣
道
競
技
会
が
開
催
さ
れ
、
町
民
の
み

な
さ
ん
の
協
力
で
大
成
功
を
収
め
る
　
山
本
美
香
さ
ん
（
金
屋
）
が
出
場
し

た
成
年
女
子
団
体
並
び
に
成
年
男
子
で
富
山
県
チ
ー
ム
が
み
ご
と
初
優
勝
を

飾
る
（
男
女
総
合
優
勝
）�

・
三
笠
宮
寛
仁
親
王
妃
殿
下
信
子
さ
ま
ご
来
町
　
水
記
念
公
園
と
国
体
剣
道
競

技
会
を
ご
視
察
さ
れ
る�

・
但
田
か
の
え
さ
ん
（
青
島
）
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
る�

・
加
藤
茂
男
さ
ん
、
き
ら
り
ん
ぴ
っ
く
富
山
に
出
場
　
陸
上
競
技
砲
丸
投
げ
２

位
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
５
位�

・
マ
ル
セ
イ
ユ
庄
川
が
全
国
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
ペ
タ
ン
ク
競
技
で
初
優
勝�

・
町
功
労
表
彰
式
　
・
健
康
を
考
え
る
つ
ど
い�

・
松
原
由
夫
氏
、
勲
七
等
青
色
桐
葉
章
を
受
章�

・
湯
山
堂
本
遺
跡
の
試
掘
調
査
始
ま
る�

・
永
ら
く
親
し
ま
れ
て
き
た
旧
加
越
能
駅
前
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
廃
止
さ
れ
る�

・
町
除
雪
対
策
本
部
を
設
置�

・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
町
内
全
域
で
加
入
が
可
能
と
な
る�

・
ミ
レ
ニ
ア
ム
記
念
事
業
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
庄
川
百
景
２
０
０
１
カ
レ
ン
ダ

ー
」
を
制
作
　
新
世
紀
を
記
念
し
て
全
世
帯
等
に
配
布�

・
ほ
た
る
の
里
づ
く
り
事
業
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
み
ど
り
グ
ル
ー
プ
が
ホ
タ
ル
の

生
息
マ
ッ
プ
を
作
成�

・
第
４
次
庄
川
町
民
総
合
計
画
を
策
定
中�

　
　
18
日�

　
　
22
〜
24
日�

９
月
15
〜
24
日�

�

　
　
30
日�

10
月
１
日�

　
　
９
日�

��

　
　
15
〜
18
日�
���

　
　
18
日�

�

　
　
25
日�

　
　
28
・
29
日�

�

　
　
29
日�

11
月
３
日�

�

　
　
６
日
〜�

�
12
月
１
日�

�

　
　
15
日�



4H13年／１月号�

�
1966（昭和41）�
�
�
1967（昭和42）�
�
�
�
�
1968（昭和43）�
�
�
�
�
1969（昭和44）�
�
�
�
�
�
�
1970（昭和45）�
�
�
�
1971（昭和46）�
�
�
�
�
�
1972（昭和47）�
�
�
�
�
1973（昭和48）�
�
�
�
�
�
1974（昭和49）�
�
�
�
�
�
�
1975（昭和50）�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
1976（昭和51）�
�
�
�
�
�
1977（昭和52）�
�
�
�
�
�
1978（昭和53）�
�
�
�
�
�
1979（昭和54）�
�
�
�
�
�
�
1980（昭和55）�
�
�
�
�
�
�
1981（昭和56）�
�
�

�
1982（昭和57）�
�
�
�
�
�
�
�
1983（昭和58）�
1984（昭和59）�
�
�
�
1985（昭和60）�
�
�
�
�
1986（昭和61）�
�
�
1987（昭和62）�
�
1988（昭和63）�
�
1989（昭和64／平成元）�
�
�
�
�
�
�
1990（平成２）�
�
�
1991（平成３）�
�
�
�
�
1992（平成４）�
�
�
�
�
�
1993（平成５）�
�
�
�
1994（平成６）�
�
�
�
�
1995（平成７）�
�
�
�
�
�
1996（平成８）�
�
�
�
�
�
�
�
1997（平成９）�
�
�
�
�
�
�
�
1998（平成10）�
�
�
�
�
1999（平成11）�
�
�
�
�
�
�
�
�
2000（平成12）�

勤労者分譲住宅26戸完成�
ビートルズが来日し若者たちが熱狂�
日本の総人口が１億人を突破�
国道改良工事「金屋トンネル」「山見橋」完成�
南アフリカ、世界初の心臓移植手術が行われる�
小牧地区に飲料水供給施設完成�
雄神発電所完成�
町営貯木場開設（営林署から払い下げ）�
名ヶ原地区に飲料水供給施設完成�
東京で三億円強奪事件が発生�
川端康成が日本人初のノーベル文学賞を受賞�
庄川小学校新築工事完成�
「庄川峡」県定公園に指定�
和田川導水路通水�
「パンティストッキング」を発売�
世界初の缶コーヒーを発売�
アメリカ、宇宙船アポロ11号が月面への着陸に成功�
観光会館新築工事完成（小牧地内）�
庄川町農業協同組合発足�
昭和天皇、皇后両陛下行幸啓　町内を御通過�
国道改良工事　小牧船舶まで完成�
大阪で日本万国博覧会開催�
南砺消防組合に加入（消防政令指定を受ける）�
庄川町工場協会発足�
落シ地区に飲料水供給施設完成�
プロ野球オールスター戦で、江夏豊が９者連続奪三振を記録�
都市計画区域の指定を受ける�
庄川町福祉センター、庄川町児童館新築工事完成�
庄川峡老人保養センター「舟戸荘」（県社会福祉事業団）新築工事完成�
庄川町役場庁舎新築工事完成�
流雪溝　本町通り全線に設置�
沖縄が本土に復帰�
連合赤軍浅間山荘事件が発生�
庄川町土地改良区発足（旧種田・青島の合併）�
町制施行20周年記念式典�
加越線廃止　バス代替運行�
ＯＰＥＣ諸国の原油値上げでオイルショック起きる�
オセロゲームがブームに�
オイルショックで、トイレットペーパーの買いだめが起きる�
庄川町総合計画基本構想策定�
町の花木決まる（花－山吹・花木－江戸彼岸桜・木－柚子）�
林道若宮線開設工事完成�
東京で日本初のコンビニエンス・ストアが登場�
巨人の長嶋茂雄が現役を引退�
庄川郵便局旧郵便局舎新築完成�
庄川町で富山県植樹祭�
松原縄文遺跡本格的発掘調査�
庄川町警察官派出所完成�
三条山遊歩道完成�
使い捨てライターが登場し、爆発的な売れ行きに�
山陽新幹線の岡山－博多間が開業�
ファームポンド（ほ場整備事業）通水開始�
庄川＝小矢部自転車道一部開通�
庄川町民体育館新築工事完成�
庄川町民運動場完成�
庄川町史（上・下巻）発刊�
庄川地区（天正・五ケ）農免道路完成�
「新緑と紅葉の庄川峡」北陸観光百選に１位入賞�
弁財天公園整備完成�
宅配便が登場する�
ロッキード事件で田中角栄前首相が逮捕�
鹿児島市立病院で５つ子が誕生�
青島児童遊園（加越線跡地）完成�
町議会議員定数14名による初回選挙執行�
種田地区に定期バス運行�
日本赤軍によるハイジャック事件�
巨人の王貞治が通算本塁打756号を達成�
種子近代化整備事業に着手�
関電庄川電力所社屋新築完成�
青山墓地拡張工事完成�
弁財天公園グラウンド完成�
新東京国際空港（成田空港）が開港�
イギリス、世界初の体外受精児（試験ベビー）が誕生�
町営住宅（金屋団地１号棟）完成（２号棟－56年３月・３号棟－58
年２月）�
「舟戸橋」完成�
母子休養ホーム「やまぶき荘」完成�
インベーダー・ゲームが大ブームに�
名誉町民条例制定　名誉町民に朝倉外治氏を推挙�
青島農村工業団地造成�
保健センター新築工事完成�
老人生きがいセンター高砂会館オープン�
町民運動場に夜間照明施設完成�
台風16号による集中豪雨被害大�
ルービックキューブが大ブームとなる�
世界保健機関が天然痘の根絶を宣言�
庄川中学校武道館新築工事完成�
勤労者体育センター新築工事完成�
庄川小学校舎増築工事完成�
都市計画用途地域の指定を受ける�
第１次町日中友好団訪中�
アメリカ、スペースシャトル初飛行に成功�
56豪雪で横住・隠尾地区孤立�
水記念公園、生活文化センター基本構想策定�

第２次庄川町総合計画策定�
東北、上越新幹線が開通�
1000年ぶりの「惑星直列」現象が起きる�
金屋幹線用水路改修工事完成�
県営ため池等整備事業　庄川合口地区完成�
町身体障害者協会が法人化�
町制施行30周年記念式典�
舟戸公園整備事業完成�
町民憲章制定�
名誉町民に松村外次郎を推挙�
グリコ・森永事件が発生�
コミュニティー防災センター完成�
第２次町日中友好団訪中�
県営ほ場整備事業雄神地区完了�
「瓜裂清水」が全国名水百選に選定�
水記念公園噴水完成�
弁財天スポーツ公園野球場完成�
閑乗寺いこいの広場完成�
防災行政無線通信施設開局�
ソ連、チェルノブイリ原発事故が発生�
シルバー人材センター開設�
水記念公園第１次オープン�
国鉄が分割・民営化しＪＲがスタート�
牛岳トンネル貫通�
世界最長のトンネル「青函トンネル」が開業�
雄神橋歩道橋の完成�
東西ドイツを隔てるベルリンの壁が崩壊�
昭和天皇が崩御�
消費税導入される（３％）�
雄神水稲育苗施設完成�
雄神大橋開通�
金屋西部営農組合設立�
庄川開発㈱設立�
秋山豊寛が日本人初の飛行士として宇宙に�
庄川ウッドプラザ完成�
庄川町水記念公園完成�
湾岸戦争勃発�
ソ連崩壊、共産党支配に終止符�
定住促進奨励金制度創設�
庄川エントランスハウス建設事業完成�
生涯学習センター完成�
ケアポート庄川完成�
町制施行40周年記念式典�
第１回全国川サミットin庄川町�
町営住宅（三谷団地１号棟）完成（２号棟－５年９月・３号棟－６
年３月）�
中国遼寧省錦西市連山区友好代表団来町�
日本プロサッカーリーグ「Ｊリーグ」が誕生�
町民体育センター完成�
第３次町日中友好訪中団訪中�
中国遼寧省錦西市連山区友好代表団来町�
松本サリン事件が発生�
展望休憩所兼快適トイレが水記念公園内に完成�
温泉源－庄川清流温泉オープン�
高儀新ニュータウン、天正サンサン団地全38区画を宅地分譲�
全国高等総合体育大会剣道大会�
阪神・淡路大震災が発生�
地下鉄サリン事件発生�
アメリカ、野茂英雄投手が大リーグで新人王に�
北海道鵡川町と姉妹都市提携結ぶ�
庄川郵便局新局舎完成�
庄川小学校創校30周年記念式典�
町営住宅「グリーンハイツ示野」（１期工事）完成�
国土庁認定「全国水の郷百選」に認定�
中国遼寧省葫芦島市連山区友好代表団来町�
落シ地区災害関連緊急地すべり対策事業が完成�
閑乗寺高原“夢木香村”コテージ６棟、バーベキューハウス１棟完成�
青島保育所完成�
姉妹都市北海道鵡川町と第１回小学６年生友好交流訪問団相互派遣
事業を開始�
香港が中国に返還される�
消費税３％から５％に引き上げ�
若者の活動拠点施設「若者の館」（愛称：Ｆ☆ＳＰＯＴ）竣工�
庄川町に「道の駅」誕生�
庄川小学校大規模改修５カ年を経て完了�
町道103号線開通�
まちかどギャラリー「蔵」完成�
庄川中学校創立50周年記念式典�
国産大型ロケットＨ２の５号機打ち上げに失敗�
とやまの音風景に「挽物木地の木を削る音」認定�
雄神保育所完成�
古上野団地（第１工区）12区画を宅地分譲�
町営住宅「グリーンハイツ示野」（２期工事）完成�
東海村の核燃料工場で国内初の臨界事故�
初の脳死判定による心臓・肝臓移植�
若い女性の間で厚底靴が流行�
古上野団地（第２工区）22区画を宅地分譲�
種田保育所完成�
第55回国民体育大会剣道競技リハーサル大会を開催�
庄川親雪体育館が完成�
庄川町種田コミュニティセンターが完成�
ふるさと庄川百景“景観指定席51選”決まる�
南北朝鮮首脳が初の会議�
高橋尚子がシドニー五輪女子マラソンで金メダルを獲得�
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5 H13年／１月号�

1901（明治34）�
�
1902（明治35）�
1903（明治36）�
�
1904（明治37）�
�
1905（明治38）�
�
�
1906（明治39）�
�
1907（明治40）�
1908（明治41）�
�
1909（明治42）�
�
�
1910（明治43）�
�
�
1911（明治44）�
�
1912（明治45／大正元）�
1913（大正２）�
1914（大正３）�
�
1915（大正４）�
�
�
1916（大正５）�
�
1917（大正６）�
�
1918（大正７）�
�
�
1919（大正８）�
1920（大正９）�
�
1921（大正10）�
1922（大正11）�
�
1923（大正12）�
�
1924（大正13）�
�
1925（大正14）�
�
1926（大正15／昭和元）�
�
1927（昭和２）�
�
1928（昭和３）�
1929（昭和４）�
�
1930（昭和５）�
�
�
1931（昭和６）�
�
1932（昭和７）�
1933（昭和８）�
�
�
1934（昭和９）�
�
1935（昭和10）�
�
1936（昭和11）�
�
1937（昭和12）�
1938（昭和13）�
1939（昭和14）�
�
�
1940（昭和15）�
1941（昭和16）�
�
�

1942（昭和17）�
�
�
1943（昭和18）�
1944（昭和19）�
�
1945（昭和20）�
1946（昭和21）�
�
1947（昭和22）�
�
�
1948（昭和23）�
�
�
1949（昭和24）�
�
1950（昭和25）�
�
�
�
1951（昭和26）�
�
�
�
1952（昭和27）�
�
�
�
�
�
1953（昭和28）�
�
�
�
1954（昭和29）�
�
�
�
�
�
1955（昭和30）�
�
�
1956（昭和31）�
�
�
�
1957（昭和32）�
�
�
�
1958（昭和33）�
�
�
�
1959（昭和34）�
�
1960（昭和35）�
�
�
�
1961（昭和36）�
�
1962（昭和37）�
�
�
�
�
�
1963（昭和38）�
�
�
1964（昭和39）�
�
�
�
1965（昭和40）�
�
�

発明家アルフレッド・ノーベルの遺言で「ノーベル賞」制定�
青島村大火　民家66戸、納屋土蔵37棟焼失�
「渦巻き型蚊取り線香」が考案される�
アメリカ、ライト兄弟が世界初の有人動力飛行に成功�
物理学者キューリー夫妻がノーベル物理学賞を受賞�
日本がロシアに宣戦布告、日露戦争始まる�
たばこが官営専売事業となる�
台湾の丸薬をヒントにした「仁丹」が家庭薬の売上１位に�
夏目漱石が『吾輩は猫である』をホトトギスに連載�
ドイツ、アインシュタインが「特殊相対性理論」を発表�
タバコの「ゴールデンバット」が国内で販売開始�
弁財天　賃取橋「庄金剛寺橋」完成�
発明家豊田佐吉が「自動織機」の特許を取得�
ブラジルへの初の移民船（乗船793人）が神戸から出航�
東京目黒に日本初の撮影所が完成�
日本初の板チョコレートが発売される�
伊藤博文がハルピン駅で朝鮮独立運動家に暗殺される�
神戸で日本初のマラソン大会が行われる�
ハレー彗星が地球に接近、生物は絶滅するという流言が飛び交う�
円盤レコードの国内生産が始まる�
金屋・青島地区に電話開通�
アメリカ、ハリウッドで初の撮影所が完成�
ノルウェー、ロアルド・アムンゼンが初の南極点到達�
タイタニック号が大西洋上で氷山と衝突し沈没、1,513人死亡�
国産初のキャラメルが、タバコの代用品として大人向けに発売される�
オーストリアがセルビアに宣戦布告、第１次世界大戦始まる�
パナマ運河が開通�
西尾正左衛門が「亀の子タワシ」を考案�
早川徳次が「繰り出し鉛筆」（シャープペンシル）を考案�
砺波鉄道（後の加越線）青島－福野間開業�
ベルリン・オリンピックが第１次世界大戦の影響で中止�
ドイツ、アインシュタインが「一般相対性理論」を発表�
ロシアで10月革命、社会主義政権が誕生�
東京歌劇座の「浅草オペラ」が始まる�
国産万年筆が発売される�
ドイツが降伏、第１次世界大戦が終結�
富山の米騒動が全国に波及、大阪では軍隊が出動する騒ぎに�
戦後処理を話し合うためパリのベルサイユで講和会議�
第１次大戦後の反動恐慌が発生、株式市場大暴落�
第１回国勢調査が実施される�
平民宗相と慕われた原敬首相が東京駅で暗殺される�
ワシントン会議で海軍軍縮条約に調印�
アメリカ、ニューヨーク放送局ラジオＣＭを初放送�
関東一円を激震が襲い都市機能は完全に麻痺（関東大震災）�
庄川水力電気　小牧ダム工事起工式�
夏に女性が着るだぶだぶの簡単服「アッパッパ」が全国に普及�
フランスで第１回冬季オリンピックが開催�
普通選挙法が成立、ただし女性の参政権はなし�
イギリスで初のテレビジョン実験が成功�
東京－京橋間で、初のダイヤル式自動電話開設�
日本航空が初の海外定期航空便、大阪－大連間を開業�
芥川龍之介が東京の自宅で服毒自殺�
日本初の地下鉄が浅草－上野間で開通�
野口英世がアフリカのアクラで黄熱病のため死亡�
「暗黒の木曜日」をきっかけに世界大恐慌が発生�
ラジオの全国中継が開始�
純国産タイヤの試作が成功する�
アメリカ、トンボーが冥王星を発見�
世紀の大事業小牧ダム完成　発電を開始�
アメリカ、「電気かみそり」を発売�
満州事変が勃発（柳条湖事件）�
５・15事件が起きる�
ドイツ、アドルフ・ヒトラーが首相に就任�
ヨーヨーが大流行し各地で競技会が行われる�
庄川流木問題で流血を見る乱闘が起きる　国の斡旋により和解�
ベーブ・ルースら米大リーグ選抜野球チームが来日�
室戸台風が大阪に上陸、死者行方不明者3,066人�
日本初の「磨き板ガラス」が製造される�
「喫茶店」が酒類を扱わないカフェの呼び名として定着�
２・26事件が起きる�
金屋耕地整理事業完了�
将棋の木村義雄が初代の実力名人位に就く�
ヒットラー率いるドイツがオーストリアを併合�
ドイツとソ連が不可侵条約を結ぶ、平沼内閣は「欧州情勢は複雑怪
奇」との声明を発表し総辞職�
横綱双葉山が安芸ノ海に敗れ、連勝が69でストップ�
マクミランとシーボーグが「プルトニウム」を発見�
国産初のカラーフィルムが発売�
日本軍がハワイ真珠湾を空襲、太平洋戦争始まる�
庄川用水合口ダムが完成�

日本軍ミッドウェー海戦で大敗北�
アメリカ、Ｂ29試作第１号機のテスト飛行に成功�
県内務部がカイニョ（屋敷林）伐採・供出を指示�
戦時代用食として「芋パン」が登場�
本土の空襲が激しくなり、強制疎開が始まる�
農会と産業組合が合併し、「農業会」が発足�
昭和天皇はポツダム宣言受諾を決断し無条件降伏（終戦）�
昭和天皇、人間宣言�
田祭り復活　夜高あんどん作り始まる�
日本国憲法が施行される�
新制「庄川中学校」が開校（東山見小学校の一部を利用）�
「警防団」が「消防団」となる�
国産「ボールペン」を発売�
小説家の太宰治が玉川上水で入水心中�
「農業会」が「農業協同組合」と改称�
湯川秀樹が中間子理論によりノーベル物理学賞受賞�
「雄神橋」完成�
国産初のテープレコーダーを発売�
結核の治療薬「ストレプトマイシン」を発売�
朝鮮戦争が勃発�
日本観光地百選で「庄川峡」が河川の部で10位に入る�
ラジオの民間放送が始まる�
歌手の美空ひばり旋風が吹き荒れ、歌声に日本中が熱狂�
「庄川小唄」を発表�
東山見・青島両村議会議員で合併促進協議会を結成�
「マジックインキ」がヒットし、油性ペンの代名詞となる�
東京・青山に日本初のボウリング場がオープン�
旧４ヵ村（東山見・青島・雄神・種田）が合併「庄川町」誕生�
庄川町教育委員会発足�
庄川町商工会発足�
庄川中学校独立校舎完成�
テレビ放送が開始され、多くの人が「街頭テレビ」を見る�
初のスーパーマーケットが東京にオープン�
庄川町公民館発足�
ジェーン台風により農林・土木などに大被害�
初のビタミン剤が発売され、ブームとなる�
マリリン・モンローが来日、モンロー旋風が起こる�
庄川町消防署新設（常備消防）�
庄川町農業委員会発足�
庄川沿岸道路（２級国道）開通�
庄川中学校体育館完成�
アメリカ、ディズニーランドが開園�
庄川町文化財保護委員会発足�
庄川町森林組合発足�
経済白書で「もはや戦後ではない」と強調�
「太陽族」の間で「慎太郎刈り」が流行�
庄川町農業共済組合発足�
「藤橋」永久橋として完成�
初の国産ポリバケツが発売され、花嫁の支度品にもなるほどの売れ
行きに�
庄川町図書館開設�
失業対策事業開始�
フランク永井が歌う「有楽町で逢いましょう」がヒット�
フラフープがブームになる�
営林署青島貯木場完成�
第13回富山国体剣道大会　庄川中学校で開催�
伊勢湾台風が紀伊半島に上陸、甚大な被害を記録�
集中豪雨で庄川堤防が一部決壊�
世界初のトランジスタテレビを発売�
ビニール人形「ダッコちゃん」が550万個も売れる大ヒットに�
カラーテレビ本放送が開始される�
「雄神橋」永久橋として完成�
金屋・青島・五ケの一部に簡易水道完成　消火栓79カ所設置�
鉢伏峠まで自動車道開通�
世界初の有人宇宙船が地球一周に成功、ガガーリン少佐「地球は青
かった」と語る�
戦後初の国産旅客機「ＹＳ－11」がテスト飛行�
庄川町老人クラブ連合会結成�
農業共済事業　町へ移管�
庄川町営プール完成�
世界初の水性インキ採用の携帯用ペン「サインペン」が発売�
アメリカ、ケネディ大統領が暗殺される�
「38豪雪」積雪３メートルを超す�
アジアで初となる東京オリンピックが開催される�
大選挙区制初の町議会議員選挙執行（定員22名から18名となる）�
山陰・北陸集中豪雨　三谷地内に大被害�
雄神地区に水道完成　上水道許可�
朝永振一郎博士が量子電気力学での基礎研究が認められ、ノーベル
物理学賞を受賞�
庄川町立庄川小学校（統合）発足�



　
庄
川
町
議
会
定
例
会
（
第
７
回
）�

が
12
月
13
日（
水
）か
ら
７
日
間
の
日

程
で
開
催
さ
れ
、
初
日
の
13
日
は
、

議
案
８
件
、
報
告
１
件
、
認
定
１
件

を
一
括
上
程
し
、
町
長
よ
り
町
政
報

告
、
議
案
に
対
す
る
提
案
理
由
の
説

明
を
行
っ
た
あ
と
、
１
議
案
を
除
い

て
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。�

　
続
い
て
、
寺
井
・
松
田
・
野
村
・

廣
橋
・
藤
永
・
石
黒
議
員
よ
り
一
般

質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
14
日
に
は
、
建
設
委
員
会
、

15
日
に
は
総
務
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

付
託
議
案
等
を
慎
重
審
議
さ
れ
ま
し

た
。
最
終
日
に
は
各
委
員
長
よ
り
委

員
長
報
告
が
あ
り
、
付
託
さ
れ
た
議

案
は
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
９
月
議
会
定
例
会
で
決

算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
平
成

11
年
度
各
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
委

員
長
よ
り
審
査
報
告
が
あ
り
、
認
定

の
後
、
追
加
議
案
２
件
、
議
員
提
出

議
案
２
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

　
本
会
期
中
に
提
案
さ
れ
た
議
案
に

つ
い
て
は
、
別
記
の
と
お
り
で
す
。�

�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１２
月
議
会
定
例
会�

　
　
質
問
　
寺
井
議
員�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�

�

　
　
市
町
村
合
併
に
つ
い
て�

○
合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
の
提
示
と
ア
ン
ケ
ー
ト
に

つ
い
て�

　
　
新
た
な
自
治
体
は
現
状
以
上

の
財
政
力
と
大
き
な
組
織
と
な
る

こ
と
か
ら
、
現
在
の
庄
川
町
で
は
、

整
備
で
き
な
い
広
域
的
な
事
業
の

取
組
み
が
で
き
る
。
今
後
は
、
町

民
の
皆
様
に
混
乱
や
不
安
を
抱
か

れ
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
等
に
取
組
ん

で
い
き
た
い
。�

�

○
合
併
す
る
と
す
れ
ば
ど
こ
と
す

る
の
か
。
ど
の
程
度
の
規
模
と
な

る
の
か�

　
　
各
自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情

も
あ
る
の
で
、
砺
波
地
域
が
全
体

と
し
て
ま
と
ま
り
、
合
併
す
べ
き

だ
が
、
事
に
よ
っ
て
は
砺
波
市
を

中
心
と
し
て
、
個
々
に
合
併
す
る

な
ど
双
方
を
視
野
に
入
れ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。�

�

○
住
民
投
票
制
度
に
つ
い
て�

　
　
地
方
制
度
調
査
会
が
提
言
す

る
住
民
投
票
制
度
の
法
制
化
に
つ

い
て
は
、
賛
否
両
論
が
あ
る
。
本

当
の
民
意
を
反
映
す
る
た
め
、
各

自
治
体
は
Ｐ
Ｒ
等
十
分
な
説
明
を

す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。�

�

○
新
し
い
組
織
の
設
置
に
つ
い
て�

　
　
行
政
機
構
の
見
直
し
も
含
め
、

こ
の
問
題
に
対
処
す
べ
き
組
織
を

設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。�

�

　
　
答
弁
　
田
上
教
育
長�

�

　
　
総
合
学
習
に
つ
い
て�

○
庄
川
小
学
校
・
中
学
校
の
総
合

学
習
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
お
ら
れ
る
の
か�

　
　
す
で
に
小
学
校
・
中
学
校
で

移
行
措
置
と
し
て
取
り
入
れ
て
お

り
、
本
格
的
な
導
入
に
備
え
て
研

究
会
等
行
っ
て
い
る
。
導
入
に
よ

り
生
き
生
き
と
し
た
、
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
に
役
立
つ
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
。�

�

　
　
質
問
　
松
田
議
員�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�

�
　
　
明
る
く
安
心
し
て
住
め
る
町

づ
く
り
を
め
ざ
し
て�

○
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て�

　
　
町
交
通
対
策
協
議
会
で
は
、

交
通
安
全
協
会
庄
川
支
部
と
も
協

議
を
し
な
が
ら
啓
蒙
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
「
交
通
安
全
い
き
い
き

教
室
」
や
「
シ
ル
バ
ー
レ
タ
ー
作

戦
」
な
ど
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

安
全
協
会
庄
川
支
部
の
協
力
に
よ

り
、
啓
発
用
標
柱
を
設
置
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
。
施
設

整
備
に
つ
い
て
は
、
優
先
度
の
高

い
と
こ
ろ
か
ら
改
修
を
図
っ
て
い

き
た
い
。�

�

○
犯
罪
の
発
生
状
況
と
そ
の
対
応

に
つ
い
て�

　
　
当
町
の
犯
罪
件
数
及
び
内
容

は
ほ
ぼ
同
傾
向
で
推
移
し
て
い
る

が
、
防
犯
協
会
や
関
係
機
関
と
協

力
し
、
町
民
の
自
己
防
衛
の
啓
発
、

防
犯
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。�

�

○
火
災
の
発
生
状
況
と
そ
の
対
応

に
つ
い
て�

　
　
出
火
件
数
及
び
出
火
率
は
、

残
念
な
が
ら
高
い
状
況
で
あ
る
た

め
、
消
防
団
の
定
例
警
戒
巡
視
の

ほ
か
チ
ラ
シ
の
配
布
や
啓
発
看
板

の
設
置
な
ど
火
災
予
防
活
動
を
推

進
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
主
防
災

組
織
に
よ
る
自
主
訓
練
を
通
じ
啓

蒙
活
動
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
一

方
、
一
人
暮
ら
し
老
人
家
庭
な
ど

予
防
活
動
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。�

�

　
　
質
問
　
野
村
議
員�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�

�

　
　
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の

認
証
取
得
と
課
題
に
つ
い
て�

　
　
地
球
的
規
模
で
の
環
境
問
題

へ
の
取
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
き

て
お
り
、
国
・
地
方
公
共
団
体
・

企
業
の
取
組
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

役
場
内
で
も
、
再
生
紙
の
使
用
、

機
密
文
書
リ
サ
イ
ク
ル
化
、
ご
み

の
分
別
搬
出
、
冷
暖
房
温
度
の
設

定
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
な
ど

行
っ
て
い
る
。
認
証
取
得
に
つ
い

て
は
、
町
内
の
各
企
業
の
皆
様
に

も
率
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。�

�

　
　
答
弁
　
田
上
教
育
長�

�

　
　
中
学
生
の
歴
史
教
科
書
に
つ

い
て�

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
経
緯
を
経
て
文
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部
省
の
検
定
を
受
け
た
教
科
書
で
、

県
教
育
委
員
会
及
び
学
校
長
の
採

択
を
得
た
教
科
書
を
使
用
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
よ
ほ
ど

不
適
切
な
も
の
で
な
け
れ
ば
、
選

ば
れ
た
経
緯
を
尊
重
す
べ
き
と
思

う
。
庄
川
町
学
校
教
育
研
究
会
を

開
催
し
て
い
る
の
で
、
折
り
を
み

て
話
し
合
い
た
い
。�

�

　
　
質
問
　
廣
橋
議
員�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�

�

　
　
少
子
化
対
策
に
つ
い
て�

　
　
町
と
し
て
は
、
最
重
要
課
題

の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
第
３

子
以
降
の
出
産
奨
励
金
、
育
児
奨

励
金
、
小
学
校
修
学
前
ま
で
の
医

療
費
の
無
料
化
、
保
育
料
軽
減
、

乳
児
保
育
、
延
長
保
育
な
ど
子
育

て
支
援
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
第

４
次
庄
川
町
民
総
合
計
画
に
も
総

合
的
・
計
画
的
に
推
進
す
る
よ
う

盛
り
込
ん
で
お
り
、
今
後
も
皆
さ

ん
の
ご
提
言
を
う
か
が
い
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。�

�

　
　
新
建
材
に
よ
る
シ
ッ
ク
ハ
ウ

ス
症
候
群
等
に
つ
い
て�

　
　
近
年
新
建
材
の
普
及
が
進
み
、

社
会
問
題
化
し
て
い
る
が
、
町
営

住
宅
に
つ
い
て
は
、
換
気
孔
な
ど

設
置
し
通
気
性
を
確
保
し
た
建
築

で
、
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
示
野
２
期

分
に
つ
い
て
は
、
新
建
材
に
含
ま

れ
る
化
学
物
資
が
極
力
少
な
い
も

の
を
使
用
し
て
い
る
。
現
在
苦
情

は
な
い
が
、
今
後
苦
情
や
相
談
が

あ
れ
ば
、
室
内
測
定
器
を
所
有
し

て
い
る
富
山
県
住
宅
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
て
対
処
し
た
い
。�

�

　
　
林
道
事
業
の
促
進�

　
　
現
在
行
き
止
ま
り
の
林
道
は

町
内
に
５
路
線
あ
る
が
、
11
年
度

よ
り
広
域
林
業
構
造
改
善
事
業
に

取
り
組
み
「
三
谷
線
」
は
砺
波
市

林
道
に
接
続
し
、
「
麻
生
谷
線
」

「
一
の
谷
線
」
は
「
金
剛
寺
林
道
」

に
接
続
予
定
で
あ
り
、
平
成
13
年

度
に
は
「
広
谷
線
」
も
「
金
剛
寺

林
道
」
に
接
続
す
る
計
画
で
あ
る
。�

林
道
開
設
は
、
要
望
に
基
づ
き
実

施
し
て
い
る
が
、
用
地
は
無
償
提

供
と
い
う
受
益
者
負
担
が
原
則
で

あ
る
の
で
、
地
権
者
の
理
解
と
協

力
が
重
要
で
あ
る
。�

�

　
　
質
問
　
藤
永
議
員�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�

�

　
　
町
道
等
の
道
路
拡
幅
整
備
と

管
理
に
つ
い
て�

○
市
街
地
の
狭
い
町
道
の
行
き
止

ま
り
道
路
の
拡
幅
整
備
に
つ
い
て�

　
　
市
街
地
の
町
道
に
つ
い
て
は
、

消
防
車
や
救
急
車
な
ど
の
緊
急
車

両
も
入
れ
な
い
箇
所
が
あ
る
が
、

拡
幅
工
事
を
す
る
に
は
何
よ
り
用

地
確
保
が
一
番
で
あ
り
、
地
元
で

用
地
確
保
の
ご
協
力
を
い
た
だ
け

れ
ば
、
計
画
的
に
実
施
し
て
い
き

た
い
。�
�

　
　
町
道
沿
等
の
路
肩
や
歩
道
の

草
刈
り
の
管
理
に
つ
い
て�

　
　
幹
線
道
路
で
家
屋
も
な
く
草

が
繁
茂
し
車
の
視
界
を
妨
げ
危
険

な
状
態
に
な
る
可
能
性
の
道
路
で

は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等

の
協
力
を
得
て
年
１
〜
２
回
草
刈

り
を
実
施
し
て
い
る
が
、
限
ら
れ

た
財
源
で
行
っ
て
い
る
の
で
、
道

路
愛
護
の
趣
旨
に
基
づ
き
地
元
の

皆
様
に
草
刈
り
等
の
管
理
を
お
願

い
し
た
い
。�

�

　
　
米
価
の
下
落
と
減
反
の
拡
大

に
対
す
る
今
後
の
基
本
的
な
姿
勢

と
対
応
に
つ
い
て�

　
　
自
主
流
通
米
価
格
は
、
近
年

過
剰
在
庫
等
か
ら
大
き
く
低
迷
し

て
い
る
が
、
水
稲
作
付
け
面
積
の

80
％
以
上
が
種
籾
生
産
を
行
っ
て

い
る
当
町
で
は
直
接
影
響
は
受
け

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
は

種
籾
価
格
が
さ
が
り
ま
し
た
。�

　
今
後
は
、
機
械
利
用
組
合
等
を

中
心
と
し
た
集
落
営
農
と
認
定
農

業
者
等
の
育
成
強
化
、
種
子
消
毒

施
設
整
備
計
画
等
、
安
定
し
た
農

業
経
営
を
行
え
る
よ
う
支
援
し
て

い
き
た
い
。�

　
来
年
度
の
庄
川
町
の
生
産
調
整

面
積
の
割
り
当
て
は
、
１
５
０
㌶

と
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、

有
利
な
種
子
加
算
の
あ
る
大
豆
種

子
の
団
地
化
の
推
進
、
栽
培
技
術

の
指
導
等
を
図
り
農
家
の
経
営
安

定
と
希
望
の
も
て
る
農
業
と
な
る

よ
う
取
り
組
み
た
い
。�

�

　
　
介
護
保
険
に
よ
る
基
盤
の
充

実
と
低
所
得
者
に
対
す
る
保
険
料
、

利
用
料
の
減
免
に
よ
る
軽
減
措
置

に
つ
い
て�

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施

設
及
び
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る

介
護
の
充
実
に
つ
い
て�

　
　
平
成
13
年
に
は
、
福
岡
町
の

「
ア
ル
テ
ン
赤
丸
」
平
成
14
年
に

は
、
城
端
町
「
き
ら
ら
」
、
小
矢

部
市
「
清
楽
園
」
の
増
床
が
計
画

さ
れ
て
お
り
入
所
予
定
者
を
上
回

る
予
定
で
あ
り
、
待
機
者
の
状
況

を
見
な
が
ら
広
域
市
町
村
で
計
画

的
に
増
床
を
進
め
て
い
き
た
い
。�

　
町
で
は
、
現
在
５
名
の
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
に
よ
り
44
名
の
要
介
護

者
や
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
る
。�

　
介
護
保
険
制
度
で
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
対

す
る
期
待
が
大
き
く
、
専
門
性
が

要
求
さ
れ
る
状
況
で
あ
り
、知
識
・

技
術
等
資
質
の
向
上
を
図
り
、
利

用
者
主
体
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
自

立
支
援
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。��

○
低
所
得
者
の
保
険
料
、
利
用
料

の
減
免
に
よ
る
軽
減
措
置
に
つ
い

て�　
　
保
険
料
の
算
定
に
当
た
っ
て

は
負
担
能
力
に
応
じ
た
負
担
を
求

め
る
と
い
う
観
点
か
ら
「
所
得
段

階
別
保
険
料
」
を
定
め
て
お
り
、

単
に
低
所
得
者
の
み
を
軽
減
す
る

こ
と
に
よ
り
今
後
の
財
政
状
況
に

支
障
を
き
た
す
場
合
も
あ
り
、
ま

た
、
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は

砺
波
地
方
介
護
保
険
組
合
で
徴
収

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
町
だ
け

が
、
保
険
料
の
変
更
を
す
る
こ
と

7 H13年／１月号�
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8H13年／１月号�

分
以
下
の
45
店
で
あ
る
。�

　
一
方
、
リ
プ
ロ
タ
ウ
ン
の
雇
用

状
況
は
概
ね
１
３
０
人
前
後
で
、

う
ち
半
分
が
町
内
の
方
で
、
年
間

売
上
高
は
約
23
億
円
で
あ
る
。�

�

○
本
通
り
の
居
住
空
間
へ
の
転
換

と
リ
プ
ロ
タ
ウ
ン
へ
の
助
成
に
つ

い
て�

　
　
都
市
計
画
用
途
地
域
の
見
直

し
を
図
り
、
少
し
で
も
こ
れ
を
解

消
し
た
い
。
ま
た
、
第
４
次
総
合

計
画
で
は
、
既
存
商
店
街
の
駐
車

場
の
確
保
と
、「
ふ
れ
あ
い
空
間
」

の
整
備
や
空
き
店
舗
の
有
効
利
用

に
つ
い
て
計
画
し
て
い
る
。�

　
リ
プ
ロ
タ
ウ
ン
に
つ
い
て
は
、

テ
ナ
ン
ト
料
を
下
げ
る
と
い
う
の

で
は
な
く
、
庄
川
開
発
と
し
て
の

経
営
状
況
を
見
な
が
ら
、
事
業
拡

大
に
よ
る
雇
用
機
会
の
増
大
を
促

し
、
定
住
人
口
に
つ
な
が
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
た
い
。�

て�○
用
水
路
の
現
状
に
つ
い
て�

　
　
青
島
・
種
田
地
区
に
お
い
て

は
、
昭
和
48
年
度
よ
り
順
次
県
営

ほ
場
整
備
事
業
に
よ
り
用
排
水
路

工
事
を
実
施
さ
れ
、
古
い
も
の
で

は
27
年
が
経
過
し
て
お
り
老
朽
化

が
み
ら
れ
、
詳
し
い
状
況
は
庄
川

町
土
地
改
良
区
で
把
握
さ
れ
て
い

る
。
毎
年
地
元
要
望
の
小
規
模
で

か
つ
緊
急
性
の
高
い
も
の
よ
り
順

次
改
修
工
事
を
町
単
独
で
実
施
し

て
い
る
。�

�

○
全
面
改
修
の
計
画
設
定
と
財
源

確
保
に
つ
い
て�

　
　
基
本
的
に
用
排
水
路
の
整
備

や
維
持
管
理
は
土
地
改
良
区
が
主

た
る
責
任
管
理
者
で
あ
り
、
受
益

者
負
担
も
必
要
と
な
る
が
、
土
地

改
良
区
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
、
関

係
機
関
と
協
議
を
し
、
国
県
の
補

助
事
業
の
採
択
を
受
け
る
た
め
、

町
と
し
て
も
積
極
的
に
支
援
し
た

い
。�

�

　
　
豊
か
な
居
住
空
間
と
商
業
地

域
（
リ
プ
ロ
タ
ウ
ン
）
の
拡
張
・

充
実
に
つ
い
て�

○
本
通
り
の
廃
業
店
と
リ
プ
ロ
タ

ウ
ン
の
雇
用
並
び
に
年
間
売
上
に

つ
い
て�

　
　
本
通
り
に
お
い
て
は
、
現
在

の
店
舗
数
は
20
年
前
と
比
べ
て
半�

に
燃
え
る
理
想
郷
庄
川
町
」
の
建

設
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。�

�

○
13
年
度
の
予
算
編
成
の
基
本
的

方
針
に
つ
い
て�

　
　
現
在
策
定
中
の
第
４
次
総
合

計
画
に
基
づ
く
ほ
か
、�

１
・
町
税
、
地
方
交
付
税
、
国
庫

支
出
金
等
財
源
確
保
に
努
め

る�

２
・ 

あ
ら
ゆ
る
事
業
に
お
い
て
コ

ス
ト
意
識
や
経
営
感
覚
を
も

つ�
３
・
従
来
の
事
業
に
つ
い
て
、
目

的
・
効
果
・
後
年
度
の
財
政

負
担
・
将
来
の
利
用
等
考
慮

し
見
直
し
を
含
め
検
討�

４
・
各
種
団
体
へ
の
負
担
金
・
補

助
金
・
委
託
料
は
そ
の
効
果

を
考
え
、
見
直
し
に
努
め
る�

以
上
４
点
に
重
点
を
お
き
、
施
策

の
厳
正
な
選
択
と
財
源
の
効
率
的

な
配
分
に
徹
し
、
計
画
的
な
行
財

政
運
営
を
積
極
的
に
推
進
し
、
予

算
総
額
35
億
円
を
目
標
に
予
算
編

成
を
し
て
い
き
た
い
。�

�

　
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て�

○
予
防
接
種
の
現
状
に
つ
い
て�

　
　
平
成
６
年
度
に
予
防
法
の
改

正
に
よ
り
、
「
任
意
接
種
」
と
な

っ
た
が
、
昨
年
の
状
況
は
町
内
医

療
機
関
で
10
人
程
度
、
井
波
総
合�

は
広
域
的
見
地
か
ら
あ
り
え
な
い
。�

　
利
用
料
に
つ
い
て
は
、
居
宅
サ

ー
ビ
ス
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
と
も
介

護
費
用
の
10
％
の
利
用
者
負
担
が

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
町
に
お
い

て
は
、
低
所
得
者
の
方
へ
の
配
慮

か
ら
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の

３
％
の
利
用
料
を
も
全
額
免
除
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
高
額
介
護
サ

ー
ビ
ス
利
用
料
の
合
計
額
が
３
万

７
千
２
百
円
を
超
え
る
場
合
、
超

過
し
た
分
が
保
険
か
ら
戻
っ
て
く

る
制
度
と
な
っ
て
お
り
、
低
所
得

者
の
方
に
つ
い
て
は
、
上
限
が
１

万
５
千
円
と
な
っ
て
い
る
。�

�

　
　
質
問
　
石
黒
議
員�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�

�

　
　
藤
森
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ

い
て�

○
21
世
紀
の
庄
川
町
の
夢
に
つ
い

て�　
　
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
行
政

執
行
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
行

う
た
め
に
第
４
次
庄
川
町
民
総
合

計
画
を
策
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
。�

　
本
計
画
は
、
第
３
次
総
合
計
画

を
基
本
と
し
、
「
美
し
い
環
境
の

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
「
希
望

と
活
気
に
満
ち
た
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
」
「
人
間
性
豊
か
な
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
」
の
三
本
柱
を
目
標

に
「
健
康
で
明
る
い
豊
か
な
希
望�

病
院
で
延
べ
２
７
０
人
余
り
で
、

昨
年
の
冬
場
の
大
流
行
が
大
き
な

要
因
と
思
わ
れ
る
。�
�

○
補
助
金
に
つ
い
て�

　
　
高
齢
者
に
対
す
る
予
防
接
種

の
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
公

衆
衛
生
審
議
会
か
ら
厚
生
大
臣
に

対
し
「
予
防
接
種
制
度
の
見
直
し

の
意
見
書
」
が
提
出
さ
れ
、
現
在

検
討
中
で
あ
る
の
で
、
こ
の
検
討

結
果
を
踏
ま
え
て
今
後
対
応
し
た

い
。�

�

○
公
的
機
関
の
ハ
イ
リ
ス
ク
者
に

対
す
る
予
防
接
種
に
つ
い
て�

　
　
職
員
へ
の
予
防
接
種
に
つ
い

て
は
、
ケ
ア
ポ
ー
ト
庄
川
は
す
で

に
独
自
に
実
施
し
て
い
る
が
、
保

健
セ
ン
タ
ー
職
員
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
等
直
接
町
民
に
接
す
る
機
会

の
多
い
職
員
等
、
健
康
管
理
に
努

め
予
防
接
種
を
受
け
る
よ
う
指
導

し
て
い
き
た
い
。�

�

　
　
水
路
の
全
面
的
改
修
に
つ
い�

答� 質�

答�答� 質�

質� 答�答�

答�答�

答�

答� 質�



可 決 さ れ た 議 案 �可 決 さ れ た 議 案 �可 決 さ れ た 議 案 �

9 H13年／１月号�

▼第４次庄川町民総合計画基本構想の策定について�
・平成22年を目標として、庄川町の進むべき
姿である新たな総合計画の基本構想につい
て定めたものです。�

［条　例］�
▼庄川町職員の給与に関する条例の一部改正に
ついて�
・国、県の勧告に準じて期末手当（△0.15ヶ月）、
勤勉手当（△0.05ヶ月）の削減を行うものです。�

▼庄川町道の路線認定について�
・県道富山庄川線改良工事実施に伴い道路の
一部が払い下げとなるため、新たに町道第
40号線として認定するものです。�

▼砺波広域農業共済事務組合の解散について�
▼砺波広域農業共済事務組合の解散に伴う財産
処分について�
・上記２案件は、平成13年３月31日をもって
砺波農業共済事務組合が解散し、砺波広域
圏事務組合の一事務として統合されること
に伴うものです。�

▼砺波広域圏事務組合規約の変更について�
・環境保全センターの設置、管理及び運営に
関する事務の削除、ケーブルテレビの設置、
管理及び運営に関する事務の追加、農業共
済事業の事務継承に伴う事務の追加を行う
ものです。�

［予　算］�
▼平成12年度庄川町一般会計補正予算（第５号）
の専決処分について�
・追加補正額8,877千円で補正後の予算総額は
3,874,508千円となるものです。主な内訳は
ミレニアムカレンダー制作費2,569千円、国
際交流事業費160千円、防災行政無線拡声子
局修繕費310千円、青山墓地周辺整備調査委

託料5,838千円です。�
▼平成12年度庄川町一般会計補正予算（第６号）�
・追加補正額31,471千円で補正後の予算総額は
3,905,979千円となるものです。主な内訳は
職員給与改定に伴う経費の外LANシステム
導入に伴う電源設備改修費4,791千円、機械
除雪費（修繕料）5,000千円、街路事業費
6,700千円（工事費△44,000千円、補償費
50,000千円、事務費700千円）等です。�

▼平成12年度庄川町下水道事業特別会計補正予
算（第４号）�
・追加補正額15,310千円で補正後の予算総額は
492,067千円となるもので、造成工事に伴う
公共下水道の管渠布設工事費です。�

［人事案件］�
▼庄川町監査委員の選任に同意をもとめること
について�
庄川町金屋2789番地　金井　實�
［議員提出議案］�
▼国土交通省における直轄事業執行体制拡充を
求める意見書�
▼「地震防災対策特別措置法」の改正に関する
意見書�
［認　　定］�
▼平成11年度一般会計及び各特別会計、庄川町
外一ヶ市中学校組合会計歳入歳出決算の認定
について８案件�
・９月議会定例会において継続審査となり決
算特別委員会により審査ののち、本定例会
において認定されました。�

▼平成12年度庄川町外一ヶ市中学校組合会計歳
入歳出決算の認定について�
・６月 3 0日をもって解散し、決算額は
10,333,976円で、組合会計を精算したものです。�

● 建設委員会�
　10月29日（日）より31日（火）鹿児島県へ議会建
設委員会が研修視察を行いました。�
　知覧町では、知覧町を表敬訪問の後、知覧町
平和公園の特攻平和会館、武家屋敷群を訪ねま
した。特攻平和会館では、国のため散っていっ
た若者たちの遺品等の資料の展示保存があり、
当時の事情を伝え永遠の平和を願って建てられ
たものです。また、武家屋敷群は保存会により
管理運営されており、いずれも体験学習型観光
事業を推進するとともに近隣市町村と連携し観
光客誘致に努力されておりました。�
　土木事業関係では、鹿児島土木事務所管内の
甲突川水辺環境整備事業、加治木土木事務所管
内の天降川整備事業を視察しました。�
　甲突川水辺環境整備事業では、平成５年の集
中豪雨による大水害のあと総事業費325億円をか
けて改修されたものです。石積護岸の方法を取
り入れ環境に配慮した対策と、川と人との「ふ
れあい」を８つのゾーンに配し、まちづくりの

顔となるような「川づくり」が実施されていま
した。�
　加治木土木事務所管内の天降川整備事業では、
周辺の景観や地域の事業と一体となった河川改
修を行い、良好な水辺空間の形成を図ることを
目的とした河川事業であり、生態系や環境に配
慮して進められておりました。�
�
● 総務委員会�
　11月21日（火）・22日（水）栃木県田沼町・大平
町を総務委員会が研修視察を行いました。�
　田沼町では、一市二町の合併について伺いま
した。合併協議会の設置、幹事会、ワーキング
グループ活動、勉強会、小委員会設置等の経緯
と進め方等について説明を受けました。�
　大平町では、大平町福祉ゾーンを視察しました。
平成14年度完成予定の構想では4,870坪の敷地内
には、ふるさとふれあい館、陶芸小屋、ほほえ
み館、デイサービスセンター、保健福祉センタ
ーを備えたものとなり、あらゆる障害を持つ人々
が垣根なく医療を受けられる施設となるもので
ありました。�

研修報告�

こうつき�

あもり�



外来（ひとつの医療機関ごと）� 入　　　院�

外来（ひとつの医療機関ごと）� 入　　　院�

病　院�

診 療 所 �

老人保健で医療を受けるときの一部負担金の改正�

おじいちゃん�
30,000円�

自己負担分� 高額医療費として支給�

おばあちゃん�
36,000円�

＋�

世帯合算 66,000円�

37,200円� 28,800円�

▼�

例�

７０歳以上の人がお医者さんにかかるときに�

　　 支払う費用が変わります！�
７０歳以上の人がお医者さんにかかるときに�

　　 支払う費用が変わります！�

10H13年／１月号�

● 今まで、老人保健で医療を受けるときの一部負担金は次のとおりでした。�

◎ 平成13年１月１日からはこうなります。�

１日につき530円�
  の自己負担がかかりました�

かかった医療費の１割�
を自己負担していただくことになります�

１日につき800円�
　の自己負担がかかります�

かかった医療費の１割�
を自己負担していただくことになります�

１日につき1,200円�
   の自己負担がかかりました�

月4回＝2,120円／月�上限�

3,000円／月�

３７,２００円／月�
２４,６００円／月�

１５,０００円／月�
�
１０,０００円／月�

5,000円／月�

月4回＝3,200円／月�上
限�

200床未満�
の病院�

200床以上�
の病院�

上
　
限�

上
　
　
限�

住民税非課税世帯等で老齢福祉年金
を受けている人は1日500円�

一般�

住民税非課税世帯等の人�

長期特定疾病患者�

住民税非課税世帯等で老齢�
福祉年金を受けている人�

◆ 同じ世帯で複数の高齢者が入院して医療費�
　 が高額になったとき�

同じ世帯で同じ月内に複数の高齢者の入院などによって、
医療費が著しく高額になった場合には、３０，０００円以上
の患者負担分を世帯合算して自己負担限度額の３７，２００
円を超えた分が、高額医療費として支給されます。�

同じ世帯内のおじい
ちゃんとおばあちゃん
が同じ月内に入院して、
おじいちゃんが3万円、
おばあちゃんが3万6
千円の自己負担をし
た場合�

※かかった医療費に対して１割の自己負担（上限
3,000円／月）を患者さんに求める方法を選択す
る診療所もあります。�



　この国勢調査結果を前回（平成７年）と比較すると、人口

総数では38人減少、男女別では、男が21人の増加で、女が59

人の減少、世帯数は142世帯増加しました。�

　少子高齢化が急速に進み、近隣町村では大幅に人口が減少

している中で、当町の人口が微減に止まったことは、重点施

策として実施している人口増対策事業としての、各種奨励金

の交付や宅地分譲などの効果が表れているものと思われます。�

　なお、この数値は、県集計表によるもので、総務庁統計局

から公表される確定値と異なる場合があります。�

　みなさんのご協力ありがとうございました。�

11 H13年／１月号�

町
政
モ
ニ
タ
ー
　
宮
窪
　
義
治�

　
新
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
少

し
自
分
の
思
っ
て
い
る
こ
と
を
書
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。�

　
今
の
職
場
に
就
職
し
て
３
年
余
り
。

た
だ
が
む
し
ゃ
ら
に
突
っ
走
っ
て
き
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
冷
静
に

振
り
返
る
と
、
い
つ
も
自
分
の
後
ろ
に

回
り
、
後
始
末
を
し
た
り
、
ケ
ア
を
し

て
く
れ
る
人
の
存
在
が
あ
り
、
お
陰
で

大
き
な
失
敗
も
な
く
や
っ
て
こ
れ
た
の

だ
と
今
に
な
っ
て
思
い
知
ら
さ
れ
て
い

ま
す
。�

　
若
い
と
い
う
こ
と
は
、
い
ろ
ん
な
可

能
性
や
力
を
秘
め
、
ま
た
因
習
に
囚
わ

れ
る
こ
と
の
な
い
一
途
さ
が
あ
り
ま
す

が
、
一
方
で
は
、
若
い
が
ゆ
え
に
周
り

が
見
え
ず
、
変
に
自
信
過
剰
で
、
「
自

分
が
…
」
と
い
っ
た
思
い
上
が
っ
た
気

持
ち
に
も
な
り
が
ち
で
す
。
や
は
り
人

の
人
生
、
人
と
人
と
の
関
わ
り
で
教
え

ら
れ
、
育
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
強
く
思
い
ま

し
た
。�

　
今
年
こ
そ
は
、
自
分
の
仕
事
の
幅
を

広
げ
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
。
彼
女
も
つ

く
ろ
う
。
等
々
、
思
い
は
様
々
に
膨
れ

て
は
き
ま
す
が
、
い
ろ
ん
な
人
達
に
支

え
ら
れ
、
今
日
の
自
分
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
謙
虚
に
か
み
し
め
、
悔
い
の
残

ら
な
い
毎
日
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。�

　
町
で
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
第
４

次
庄
川
町
民
総
合
計
画
は
、
21
世
紀
初

頭
の
10
ヶ
年
の
行
政
計
画
を
定
め
る
も

の
で
す
が
、
人
に
も
生
活
の
目
標
を
設

定
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
よ
う
に
、

行
政
で
も
目
標
を
決
め
、
計
画
的
な
行

政
執
行
が
必
要
で
す
。
こ
こ
に
至
る
ま

で
は
、
町
民
と
の
懇
談
の
機
会
を
様
々

に
設
け
、
町
民
の
意
見
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
、
何
よ
り
も
町
民
の
し
あ
わ
せ

の
実
現
の
た
め
の
計
画
の
策
定
で
あ
る

と
聞
き
、
大
変
期
待
し
て
い
ま
す
。
た

だ
望
め
る
な
ら
、
ベ
ー
ス
と
な
る
庄
川

町
の
特
徴
を
は
っ
き
り
出
し
、
町
の
色

を
明
確
し
て
も
ら
え
た
ら
、
若
者
に
も

魅
力
が
あ
る
町
と
し
て
、
若
者
の
定
住

も
促
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。�

平成12年�

国勢調査�
速報�

町の人口� 7,349人�

世　帯� 2,119世帯�

『
目
標
に
向
か
っ
て
』�



《物価について聞いてみました》�

　私が日本に来てとても驚いたことは、イギリ
スと日本の物価の違いでした。�
　日本に来て最初に車を買いました。車の保険
や税金がイギリスに比べてとても高かったです。
車が来るまでの間、公共交通機関であるバスや
電車を利用していましたが、運賃も非常に高か
ったです。�
　この他に高いものとして、食べ物、衣服、酒
類等は全般的に日本の方が高い傾向にあります。�
　また、安いものとしては、家電製品、ガソリン、
タバコ、理髪代が比較的安い傾向にあります。
なかでも、ガソリンは、イギリスでは日本のよ

うに店員が入れるのでは
なく、自分で入れるのが
普通になっています。他
にもタバコは１箱当たり
600円という単価ですが、日本はとても安いです。�
　日本では一律５％の消費税を別に支払いますが、
イギリスでは品物の中に税金が含まれたものに
なっています。�
　この様な違いはありますが、毎日生活を
ENJOYしています。�
それでは皆さん、HAPPY NEW YEAR

12H12年／１月号�

　「鵡川」と「沙流
川」の流域６町村
は（鵡川町・穂別
町・占冠村・日高
町・平取町・門別
町）２本の川の流
れ（ペア・ライン）
に沿って、流域の
環境保全と有効活
用を図るとともに、

地域が個性的なまちづくりを進め、相互連携に
より多様性に富んだ表現豊かな流域圏の形成を
目指すために平成９年度、流域６町村により鵡
川・沙流川ペアライン構想（川とともに育んだ
産業・文化をさらに発展させるため、川を見直
し、鵡川と沙流川の流域町村が手を携えて人と
自然の新たな共生を目指す構想です）を計画、
その推進のため平成12年度「鵡川沙流川ペアラ
イン振興協議会」を設立し活動を行っています。�
　流域６町村が取り組む基本方向とテーマは、
　流域環境の保全（シシャモを育てる森と川づ
くり）　流域レクリエーションの振興（アウト
ドアライフ体験王国づくり）　流域文化の創造
（自然と文化の探訪ルートづくり）　流域コミ
ュニティの形成と交流の促進（流域をアピール
するイメージづくり）の４つがあり、今後、具
体的に事業を進めていくことになっています。�

�

人と自然の新たな�
共生を目指して�

国  際�
No.７４�

むかわ�
No.５６�

　桜内大会長の掲げられる「友情第一」「試合
第二」のスローガンのもとに開催されたこの上
海大会に日本代表37チームの一員として、「庄
川稲穂チーム」６名が参加しました。�
　参加国は174チームあり、外国チームは比較的
若いメンバーが多かったように思いました。32
組のグループに分かれ、優勝を目指してスタート。
我がチームは、第２組に入り、シンガポールな
ど５チームと対戦しました。�
　レベルの差を感じながらも２勝できたことや、
開会式直後の試合を来賓が見守る中でプレーで
きたことなど、チームにとっては名誉なことで
した。�
　この大会に参加できたことはもちろんですが、
「京劇」なども観賞することができ、中国に対
する理解が一層深まり、大変有意義な時を過ご
すことができました。お世話になったみなさん
に感謝しています。�

ハッピー　　　　　ニュー　　　　イヤー�

エンジョイ�

ジョンの
ここがWhy?

ほべつ�

しむかっぷむら� ひだか�

ちょう� びらとりちょう� もんべつ�

ちょう�

ちょう�

さ　る�

アジアゲートボール（中国）�
選手権に参加して�
　　　　　　　　　 　 石黒政義（青島）�



ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
心
を
養
う�

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
心
を
養
う�

女性スキースクール受講者募集�

1/27�　2/2�　2/10�　2/16��
2/23�　　午後6時30分～9時�

イオックス・アローザスキー場�

18歳以上の女性�

教育委員会体育課�
　82－5109

第37回 町民スキー大会出場者募集�

２月４日�　午前９時30分～�

閑乗寺スキー場�

町内に在住または勤務する一般男�
女および児童・生徒�

スキー競技／スノーボード競技�

教育委員会体育課　　82－5109

13 H12年／１月号�

第29回町民卓球大会�
と　き　12月17日（日）�
ところ　町民体育センター�
団体戦　１位　ねんごろ会（竹）�
　　　　２位　ピンポンパン�
個人戦�
○小学３・４年男子の部�
　１位　間馬正太郎　　２位　西川　明宏�
○小学３・４年女子の部�
　１位　大井　美保　　２位　荒井　瑞希�
○小学５・６年男子の部�
　１位　村井伸太郎　　２位　西野　圭亮�

○小学５・６年女子の部�
　１位　棚田結希恵�
○中学１年男子の部�
　１位　南部　慎一　　２位　松井　　優�
○中学２年男子の部�
　１位　小西　正洋　　２位　小西　了太�
○一般男子１部�
　１位　中川　　裕　　２位　小西　正洋�
○一般男子２部�
　１位　北村　　篤　　２位　藤井　啓壽�
○一般女子の部�
　１位　中川　晴代　　２位　朝倉富美子�

心の教育を考える�

　
「
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
」
を
最

近
特
に
痛
感
し
て
い
ま
す
。
11
月

９
日
の
テ
レ
ビ
「
ゴ
ル
フ
教
育
ス

パ
ル
タ
熱
血
塾
」
で
阪
田
プ
ロ
は
、

大
き
い
声
で
気
持
ち
を
込
め
て
あ

い
さ
つ
も
で
き
な
い
人
間

は
絶
対
に
ゴ
ル
フ
は
上
達

し
な
い
と
強
調
し
て
い
ま

し
た
。
か
な
り
技
術
的
に

優
秀
で
あ
っ
て
も
、
「
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

や
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
し
っ
か
り
言

え
な
い
生
徒
に
は
ゴ
ル
フ

を
教
え
た
く
な
い
と
い
う

の
が
本
心
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。�

　
庄
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
指
導
者
の
皆
さ
ん
も
、

い
つ
も
き
ち
ん
と
あ
い
さ

つ
す
る
よ
う
団
員
に
指
導

し
て
い
ま
す
。�

　
国
体
剣
道
競
技
で
山
本
美
香
さ

ん
が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
の

苦
し
い
練
習
の
成
果
が
み
ご
と
花

開
き
ま
し
た
。
試
合
中
転
倒
し
後

頭
部
を
強
打
し
ま
し
た
が
、
す
ぐ

に
立
上
が
っ
て
相
手
選
手
に
攻
め

て
い
っ
た
あ
の
気
迫
が
勝
利
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。�

　
今
後
青
少
年
の
皆
さ
ん
は
い
ろ

ん
な
競
技
・
競
争
を
し
て
い
く
わ

け
で
す
が
、
勝
つ
か
負
け
る
か
は

紙
一
重
で
す
。
失
敗
し
て
負
け

る
と
た
い
へ
ん
悔
し
い
思
い
を

し
ま
す
。
ど
う
し
て
負
け
た
か

を
よ
く
反
省
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
だ
ん
だ
ん
上
達
し
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

　
近
年
青
少
年
の
非
行
化
や
い

じ
め
が
た
い
へ
ん
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
人
に
感
謝
す

る
心
を
大
切
に
し
て
い
け
ば
、

素
直
な
健
全
な
人
間
・
社
会
に

役
立
つ
人
間
に
必
ず
な
れ
る
と

思
い
ま
す
。�

庄
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
　
　
太
田
　
國
夫�

○�28

と　き�

ところ�

対　象�

申込先�

と　き�

ところ�

参加資格�

競技種目�

申込先�

※会場・競技内容等は、変更する場合があります。�



役場正面玄関に門松が�
飾られました�

皆さんからの身近な情報、地域の活動など、
町の情報の提供をお待ちしています。�

　役場企画室　82-1905

旧駅前加越能バスターミナルが廃止される�

14H13年／１月号�

　この門松は、武田米作さん（満83歳・庄）
が作ってくださったもので、23年前、自分の
趣味からスタートしたという門松づくりは、
「人に喜んでもらえることがうれしくて、今
日まで続けてきました」「老化防止にもつな
がるんですよ」と話してくださいました。�
　武田さんは、役場のほかにもＪＡとなみ野
や越中庄川荘、舟戸荘などからも門松づくり
を依頼されているほか、１ｍ以上もある「孫
の手」なども製作していらっしゃいます。こ
れからも健康には十分ご留意され、ますます
ご活躍されることを期待しています。�

　昭和47年に加越線が廃止され、バスによる代替
運行が始まりましたが、車社会へと時代が変わり、
定期バスの利用者も減少傾向が続いています。�
　加越能鉄道㈱では、経営合理化の一環として、
砺波市にバスターミナルを統合されることとなり、
このたび旧駅前の社屋を解体されました。一つの

時代が終わったような一抹の寂しさを感じます。�
　町では、この土地を譲り受け、人口増対策の一
策として、土地の有効利用を図るため、11区画程
度の宅地分譲を計画し、現在、その工事を進めて
いるところです。�



夢木香村で宝さがし�

女性を対象に一日課長を実施�

15 H13年／１月号�

　12月10日（日）、閑乗寺高原夢木香村で宝さがしを
開催いたしました。�
　コテージ等の施設を紹介し、また、「木の香りと
夢いっぱい」の趣旨に基づき、宝さがしで楽しんで
いただけるよう行ったもので、約80人の参加があり
ました。�
　参加した子どもたちは元気いっぱいに「おもしろ
かった」と、大人の方も「コテージの見学ができて
良かった」と大変好評でした。�

　12月22日（金）、女性団体で役員を務めておられ
る方々を対象に、女性の一日課長を実施しました。�
　男女共同参画社会は、社会の一員としてあらゆ
る分野に男女が対等に関わる社会を目指そうとす
るものですが、その推進には、女性自身が自らの
資質を向上させるとともに、社会の仕組みや現状
への認識を高めていく必要があります。今回は、

課長として直接行政執務をされた他、ＴＳＴなど
の施設を見学され、行政執行の現状を理解してい
ただきました。�

一日課長に委嘱された方々�

総 務 課 長 �
総 務 課 長 �
企 画 室 長 �
企 画 室 長 �
住 民 課 長 �
住 民 課 長 �

都市開発課長�
都市開発課長�
産業建設課長�
産業建設課長�
教委総務課長�
教委総務課長�

武田　典子（　庄　）�
桜野　房子（青　島）�
斉藤　明栄（青　島）�
藤井　泰子（古上野）�
高橋喜代美（高儀新）�
伏木喜代美（金　屋）�

山本　紀子（金　屋）�
島田　俔子（青　島）�
式部由美子（　庄　）�
川田　春美（五　ケ）�
藤森　光子（金　屋）�
北村外志子（高儀新）�



16H13年／１月号�

小
学
校�

どちらが正しいかな？�

中
学
校�

１年Ａ組の生徒たち�

　新年あけましておめでとうご
ざいます。本年も子どもたちと
ともに前進する庄川中学校をよ
ろしくお願いします。�
　さて、大伴の家持は新年を迎
えるに際して、次のように歌い
ました。�
　今年は、今まで以上に良いこ
とがたくさんありますようにと
いう気持ちが、奈良時代から現
代までの時空を越えて伝わって
くるようです。�
　さて、「21世紀の最初の年である2001年は、どん
な年になるといいと思いますか。」という質問に、
１年Ａ組の生徒たちが答えてくれました。同じ意見
の子どもの数を集計（複数回答）したところ、トッ
プ３は次のようになり
ました。�
　この他に、根強い意
見として「庄川町の発
達」や「農業、工業の
発達」そして「医療ミスなし」というのもありました。�

　昨年の４月には、まだ幼さが残っていた１年生で
すが、お陰様で確実に成長していることがよく分か
りました。�
　それぞれが、この１年を自他ともに幸多かれと願
っているわけですが、さらにその気持ちとあわせて、
少しずつ社会に関心を寄せている姿が見えるようで、
とても頼もしい気がいたしました。�

　12月２日（土）、これからの厳しい冬を元気で乗り
切ろうと、「カモン・ウインター集会」を行いまし
た。�
　児童会活動の中でも、全校児童が楽しむ企画の一
つです。�
　この集会では、放送委員会と美化委員会が出し物
を担当し、全校児童を楽しませながらいろいろなこ
とに気づかせてくれました。�
　放送委員は、校内放送時にどのように活動してい
るかを寸劇を通して披露し、簡単な放送の影にも苦
労があり、放送時には静かに耳をかたむけるよう促
していました。�
　また、美化委員は、掃除の仕方の正しい方法や悪
い方法をクイズ形式で示し、これからも掃除用具の
正しい使い方で学校をきれいにするよう呼びかけて

いました。�
　集会を通して楽しみながら、自分たちの学校を居
心地のよい場所にすることの大切さに気づいたと思
います。�

カモン・ウインター集会�カモン・ウインター集会�

２００１年が幸福な年になりますように�２００１年が幸福な年になりますように�

あ
ら
た
し
き�

　 

と
し
の
は
じ
め
の�

　
　
　
　
　
　
　
は
つ
は
る
の�

け
ふ
ふ
る
ゆ
き
の�

　
　 

い
や
し
け
よ
ご
と�

・
・
・
・
・�

１位　幸福な年　35名�

２位　平和な年　29名�

３位　景気回復　  8名�



17 H13年／１月号�

黒
び
か
り
の
肌
飾
り
た
て
前
後
左
右
烈
し

く
腰
振
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ヨ
ー�

ミ
ニ
四
駆
胸
襟
開
き
遊
ぶ
顔
子
連
の
巡
査

非
番
は
父
の
顔�

京
寿
会
手
話
術
奇
術
腹
話
術
笑
ひ
止
ま
ら

ぬ
ク
リ
ス
マ
ス
会�

北
満
の
最
前
線
に
佇
め
ば
狼
の
群
野
犬
に

追
は
れ
つ�

み
ど
り
児
の
澄
み
し
瞳
と
己
が
目
も
か
よ

う
に
有
り
し
か
と
問
ふ
も
母
亡
き�

木
枯
し
の
も
が
り
笛
聞
く
夜
半
の
音
寒
さ

し
ん
し
ん
身
に
冷
え
込
み
ぬ�

百
歳
ま
で
も
長
生
き
し
た
き
願
望
は
欲
深

と
笑
ふ
も
う
一
人
の
我�

あ
ん
た
ま
だ
生
き
て
ゐ
る
か
と
言
ひ
な
が

ら
寄
り
来
る
友
の
戦
友
の
集
ひ�

わ
が
姓
も
ど
こ
か
ら
流
れ
し
島
の
田
と
問

ふ
あ
て
も
な
し
大
母
偲
ぶ�

総
展
帆
終
へ
て
海
王
丸
の
乗
組
員
舷
に
白

き
帽
高
々
と
振
る�

遠
く
ま
で
散
居
地
望
む
城
跡
に
佇
て
ば
巧

み
な
陣
立
て
に
見
ゆ�

革
命
派
死
語
と
な
り
た
る
そ
の
女
帝
捕
は

れ
て
な
ほ
闘
ふ
と
は
悲
し�

秋
空
の
雲
よ
り
白
き
帆
を
揚
げ
て
い
ざ
の

り
い
だ
せ
海
王
丸
よ�

境
内
の
銀
杏
の
木
々
か
ら
湯
気
が
た
つ
小

春
日
和
の
光
穏
か�

昨
夜
よ
り
の
雨
は
続
き
て
く
も
り
を
れ
ば

離
れ
し
孫
よ
り
嬉
し
き
電
話�

は
じ
め
て
の
汽
車
の
旅
し
て
く
る
孫
に
時

雨
る
る
朝
ど
ん
ぐ
り
拾
ふ�

真
白
な
る
二
十
九
の
帆
に
風
入
れ
て
海
王

丸
は
苦
難
超
え
来
し�

ふ
ん
わ
り
と
ス
ト
ー
ル
と
遊
ぶ
肩
の
上
巻

き
か
た
か
え
て
温
も
り
さ
そ
ふ�

行
き
は
晴
帰
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風
雨
の
能
越
道
波
頭
さ
か

巻
く
夜
半
の
外
海�

せ
き
止
め
て
黒
く
よ
ど
め
る
庄
川
の
堰
堤

の
水
に
降
れ
る
牡
丹
雪�

�

朝
倉
　
捨
子�

�

太
田
ユ
キ
ヱ�

�

川
上
　
キ
ク�

�

川
上
　
光
弘�

�

木
村
　
和
子�

�

齊
藤
き
み
子�

�

斉
藤
　
敏
子�

�

志
部
谷
良
一�

�
島
田
　
敏
子�

�

清
水
　
昭
子�

�

長
谷
　
良
作�

�

藤
本
久
美
子�

�

松
原
　
樹
雄�

�

山
崎
　
則
子�
�

山
本
　
せ
き�

�

山
本
　
知
子�

�

山
本
　
と
よ�

�

吉
岡
寿
江
子�

�

吉
田
　
数
子�

�

野
村
　
玉
枝�

八
乙
女
の
霧
吹
き
下
す
浪
化
の
忌�

初
電
話
親
し
き
仲
も
か
し
こ
ま
り�

柚
子
味
噌
で
会
話
が
は
ず
む
夕
餉
膳�

新
世
紀
迎
え
し
地
球
や
去
年
今
年�

夜
の
歩
道
カ
ラ
カ
ラ
枯
葉
が
つ
い
て
く
る�

見
は
る
か
す
長
き
流
れ
や
冬
ざ
る
る�

孫
た
ち
で
吊
る
す
大
根
秋
日
和�

凛
と
し
て
初
冠
雪
の
医
王
山�

古
里
や
木
枯
し
と
い
う
宅
急
便�

忘
年
会
歌
と
お
ど
り
に
琴
た
の
し�

ア
ル
バ
ム
に
ま
と
め
終
り
て
〆
飾
り�

杉
落
葉
は
げ
し
き
火
音
立
て
に
け
り�

末
枯
の
野
に
鳴
る
風
や
実
を
こ
ぼ
す�

山
ま
ゆ
の
会�

マ
ン
シ
ョ
ン
の
窓
の
灯
や
暮
迅
し�

夕
暮
れ
の
散
居
の
杉
や
落
葉
焚�

市
振
の
海
い
ち
ま
ひ
や
浮
寝
島�

露
天
風
呂
は
ら
り
と
紅
葉
浮
び
た
る�

ぶ
ら
ん
こ
の
揺
れ
残
り
た
り
枯
芙
蓉�

落
葉
焚
く
煙
は
雲
に
鎮
守
神�

餅
花
の
如
く
止
ま
れ
る
稲
雀�

花
柊
香
り
ゆ
た
か
に
こ
ぼ
れ
を
り�

雨
宝
院
古
り
た
る
ま
ま
や
石
蕗
の
花�

神
還
る
闇
に
柱
の
軋
み
を
り�

石
蕗
咲
く
や
橋
を
渡
る
は
旅
に
似
て�

松
井
　
寒
灯�

雨
池
　
　
遙�

谷
口
　
六
友�

畑
　
　
郁
子�

阪
戸
　
た
つ�

上
野
　
恵
子�

滝
　
　
の
り�

石
山
　
　
欣�

斉
藤
　
尤
鶴�

田
中
た
め
子�

山
下
　
他
美�

池
田
　
雅
泉�

森
松
さ
ち
子�

�

有
沢
美
智
子�

飯
田
小
枝
子�

大
西
　
郁
子�

小
川
　
ふ
み�

沖
田
　
泰
子�

滝
　
　
昌
子�

堂
垂
　
献
子�

冨
樫
ア
ヤ
子�

押
見
南
美
子�

吉
田
百
合
子�

久
保
美
智
子�

１９８８年作　第４２回二紀展出品　松村外次郎（８７歳）�

　庄川美術館の収蔵作品は、多くの方々のおかげをもちまして、
作品は現在380点余となりました。�
　それらの貴重な作品を随時ご紹介していきたいと思います。�

　ひょうたんが横たわり、口もとに猿、下部の
ふくらみには熊が浮かれて踊っています。�
♪浮いたかヒョウタン軽そうに流れ…�
　外次郎にとっては、創作活動ももはや遊びや
楽しみと同じ次元になったようであります。�
　年をとっても造形したい心の世界を追求する
外次郎の創作意欲はとどまるところを知りませ
んでした。�
　外次郎の生涯にわたる追及テーマは、故郷で
あり、東洋であり、親子の愛でありました。十
代後半まで過ごした故郷への熱い思いが伝わっ
てきます。�
　この作品は、当館と富山商業高校中庭にあります。�

ひょうたん�

アカンサス�
野村玉枝選�庄川俳句会� 短 歌�

庄川美術館�
    収蔵作品紹介1     

俳 句�

�



◆開館時間◆�
　火～木曜日　　9:30～18:00�
　金　曜　日　　9:30～20:00　�
　土・日曜日　　9:30～16:00�

◆休 館 日◆�
　月 曜 日　　   ８日、15日、22日、29日�
　振　　替　　   ９日�
　年　　始　　   １日～ ３日�

◆こどものつどい◆�
　27日（土）   9:30～　かるた会�

H13年／１月号�

小 説 �

�

�

�

�

�

エッセイ�

一般書�

�

�

�

�

児童書�

■新着図書�

　農村から身を起こした不世出のカリ
スマ・松下幸之助。リスクを楽しみつつ、
社長を命がけで守り通した「経営の神
様」は、いかにして不況を乗り切った
のか。戦後日本の産業界を世界へ力
強く牽引した男の一挙手一投足を活写。�

「不況もまた良し」�
　　　　　　　 津本　陽　著�
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1/5～2/5

２１�

２２�

２３�

２４�

２５�

２６�

２７�

２８�

２９�

３０�

３１�

2/1�

2�

3�

4�

5

不知火海�

スカーレット・ウィザード　４�

心では重すぎる�

時宗　巻の壱�

ミスキャスト�

奇跡を信じて�

逆転婚�

金持ち父さん貧乏父さん�

時間力をつける１００の方法�

月とスッポンと日本語�

いらないファイルの安全な消し方�

英語のことわざ�

たこしんごう�

新ウォーリーのふしぎなたび�

◆
青
島
公
民
館�

◎
百
人
一
首
・
カ
ル
タ
大
会�

と
　
き
　
１
月
27
日（
土
）�

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時�

と
こ
ろ
　
庄
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー�

�

◎
左
義
長
（
伝
統
行
事
）�

と
　
き
　
１
月
14
日（
日
）�

　
　
　
　
午
後
７
時
〜�

と
こ
ろ
　
東
山
見
公
民
館
地
区
内�

　
　
　
　
青
　
島
公
民
館
地
区
内�

　
　
　
　
雄
　
神
公
民
館
地
区
内�

　
　
　
　
種
　
田
公
民
館
地
区
内�

文化財防火デー消防訓練　8：00～　勧帰寺�

結婚相談　13：30～16：00　農村環境改善センター�

中国語講座　20：00～22：00　福祉センター�

法律相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

結婚相談　13：30～16：00　農村環境改善センター�

集合税第8期納期限�
高砂大学健康講座　10：00～11：30　ふれあいセンター�

小学校半日入学　9：45～11：20　小学校�
健康相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

中国語講座　20：00～22：00　福祉センター�

内田　康夫�

茅田　砂胡�

大沢　在昌�

高橋　克彦�

林　真理子�

ニコラス・スパークス�

石井　苗子�

ロバート・キヨサキ�

宮崎　伸治�

明石　散人�

Ｃ＆Ｒ研究所�

秋本　弘介�

赤川　明�

マーティン・ハンドフォード�

ほか多数�



〈一般診療〉
  1月14日（日）  細 川 医 院（福光）  　52－2000�

  1月21日（日）  伊 藤 医 院（城端）  　62－0028�

  1月28日（日）  鷹 西 医 院（井波）  　82－3231�

  2月  4日（日）  くぼクリニック（福野）  　22－7799�

〈歯科診療〉
  1月14日（日）  山本武夫歯科医院（井波）  　82－5323�

  1月21日（日）  村井歯科医院（庄川）  　82－5366�

  1月28日（日）  山本歯科クリニック（井波）  　82－5000�

  2月  4日（日）  斎藤歯科クリニック（福野）  　22－2122

子ども放送局　番組予定�

国会大捜査線�
　　　～小学６年生が企画～�

1/13

小さな力士�

　　舞の海の痛快土俵人生�
1/27

時　間　10：30～15：30�

場　所　図書館 児童室�

H13年／１月号�

1月30日�
2月  1日�
1月12日�
2月  2日�
2月  8日�
毎週金曜日�

行 事 名 �対 象 者 �日　　程� 受 付 時 間 �実施場所�

砺波保健所�
保健センター�

青島児童館�
�
保健センター�
保健センター�

H12.10生�
H9.5～8月生�

希 望 者 �
�
H12.3～6月生�
希 望 者 �

■健診・相談・予防接種のお知らせ■�

1/5�

6�

7�

8�

9�

１０�

１１�

１２�

１３�

１４�

１５�

１６�

１７�

１８�

１９�

２０�

（火）�
（木）�
（金）�
（金）�
（木）�

午後1：00～1：30�
午後12：45～1：15�

午前10：00～11：30�
�
午後1：00～1：30�
午前9：30～12：00

19

くらしのカレンダー�

（診療時間　午前9時～午後5時）�
■日曜・祭日連絡医院■�

３か月児健診�
3歳児健診�

育 児 相 談 �
�
離乳食相談会�
健 康 相 談 �

◆
種
田
公
民
館�

◎
公
民
講
座
　
ふ
る
さ
と
学
習�

木
と
人�

講
　
師
　
柏
樹
直
樹
氏�

と
　
き
　
１
月
19
日（
金
）�

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時�

と
こ
ろ
　
種
田
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー�

�

◎
種
田
地
区
雪
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル�

と
　
き
　
１
月
28
日（
日
）�

　
　
　
　
午
後
１
時
〜�

と
こ
ろ
　
種
田
農
村
公
園�

中国語講座　20：00～22：00　福祉センター�

第48回庄川町成人式　10：00～12：00　ふれあいセンター�
厄払い鯉の放流　12：00頃　水記念公園大駐車場向い�

小・中学校始業式　9：00～9：20　小・中学校�
子育て相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

介護相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
身障者相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

住宅改造相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

第9回町民剣道大会　9：00～　中学校武道館�

人権相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
中国語講座　20：00～22：00　福祉センター�

結婚相談　13：30～16：00　農村環境改善センター�

行政相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

女性問題相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�



花　台�

洋室�
6畳�

浴室�
洗面�
脱衣�

玄関�
PS

物入�

和室�
6畳�

押入�

押入�

便所�

物入�

和室8畳� 台所�
8畳�

サンルーム� バルコニー�

花　台�

厄払い鯉の放流�

と　き　平成13年１月７日（日）12時頃�
ところ　水記念公園大駐車場向い�
　この奇祭は、1816年金屋神明宮の遷宮祭に供えた
鯉の生命力にあやかり身の厄を託し御神酒を飲ませ
て、庄川に放流したのが起源とされています。�
　当日はあたたかい鍋も用意しておりますので皆さ
んで、お越しください。�

グリーンハイツ示野入居者募集�

手続き次第、順次入居して
頂けます。�
部屋数　３ＤＫ�
　　　　（屋外物置・駐車
　　　　場１台含む）�
家　賃　66,000円／月�
共益費　5,000円／月�
敷　金　198,000円�
　　　　（家賃３ヶ月分）�
尚、家賃は所得に応じて最
高6,000円の減免があります。�
詳しくは、都市開発課�
　　　　　　82－1903まで。�

20H13年／１月号�

短期人間ドック希望者募集�

　今年度も短期人間ドックを実施します。�
　今回は、新たに一日ドック（脳検査も含む）を60
歳までの方を対象に実施します。定員になり次第締
め切りますので、お早めにお申し込みください。�
受 診 日　一泊二日ドック�

１月29日（月）から２月21日（水）の毎週月、
水曜日�

　　　　　一日ドック（脳検査も含む）�
２月２日（金）から２月13日（火）の毎週火、
金曜日�

対 象 者　庄川町国民健康保険被保険者�
但し、一日ドック（脳検査も含む）は、
年齢60歳まで�

定　　員　一泊二日ドック　　　　　　　14人�
一日ドック（脳検査も含む）　６人�

指定病院　公立井波総合病院（結果は町保健婦がお
届けします）�

個人負担　一泊二日ドック　　　　  　20,000円�
　　　　　　　　　　　　　  （費用額63,000円）�

一日ドック（脳検査も含む）19,000円　
　　　　　　　　  （費用額60,270円）�

申 込 先　住民課保険衛生係　　82－1902

20歳になったら国民年金に�
加入しましょう�

　国民年金は、日本に住む20歳以上60歳未満のすべ
ての人が加入することになっています。�
　すでに就職して厚生年金や共済組合等に加入して
いる人を除き、20歳（学生の人も）になったら国民
年金に加入することになりますので住民登録されて
いる市町村の国民年金係で手続きをしてください。�
　国民年金はすべての人に共通の「基礎年金」を給
付することを目的に国が運営している私たちの生活
にゆとりと安心をもたらしてくれる制度です。�
　老後の生活保障だけに限らず、けがや病気によっ
て障害者となったとき、又、一家の大黒柱を失った
ときなど、もしもの時の障害・遺族に対する保障も
行います。�
　年金額は「完全物価スライド制」で将来にわたり
目減りすることはありません。�
　また納められた国民年金保険料は、税控除の対象
となります。�



文化財保護は地域から！！�

富山県伝統的建築技術調査�
に伴う情報提供について�

視聴覚機器を貸し出します�

21 H13年／１月号�

善意の窓�
■福祉資金として�

▽普明会教団福野支所　　  （７万円）�
▽庄川町天正  加藤　謙さん（亡母の供養に20万円）�
▽庄川町青島  石黒賢治さん（亡父の供養に20万円）�
▽庄川町青島  堀　一雄さん（亡父の供養に20万円）�
▽庄川町青島  天野長次さん（亡母の供養に10万円）�
■車椅子購入資金として�

▽庄川町庄　  林　直一さん（亡母の供養に５万円）�
�
　これらのご厚志に対し、深く感謝申し上げ、有効
に活用させていただきます。�

冬期間の交通安全について�

臨時保育士募集について�

募集人員　若干名�
募集要件　町在住及び近隣市町村の方�
　　　　　（50歳未満まで）�
雇用期間　平成13年４月１日�
　　　　　　　　　～平成14年３月31日まで�
雇用条件　住民課保育係　　82－1902へお問い合わ

せください。�
応募方法　市販の履歴書に必要事項を記載の上、役

場住民課まで提出してください。�
応募期限　平成13年２月９日（金）まで�

　冬期間は、天候の悪い日が多く、積雪で交通事故
の多発する時期です。�
　ドライバーの皆さんは、余裕を持った運転で、積
雪・凍結時の事故防止に心がけてください。また、
飲酒の機会が多くなる時期でもあります。くれぐれ
も飲酒運転はしないようにしてください。�
　高齢者の皆さんや子どもたちも
夕暮れ時に外出するときには、白
っぽい色の服装等や、反射材を身
につけ、安全の確保に心がけてく
ださい。�
　一人ひとりが交通安全意識を高
めることで、悲惨な交通事故をな
くしましょう。�

　会合や研修会におけるビデオ上映や写真説明する
ための視聴覚機器を貸し出します。貸し出し機器は、
液晶プロジェクター（パソコン接続可能）、資料提
示装置（写真などをそのまま映し出すもの）、スク
リーン、ビデオデッキ、ＯＨＰです。お気軽にご利
用ください。教育委員会生涯学習課（ふれあいセン
ター内）　82－5007まで�

第3回 川の町めばえ展�
　　2/5（月）～2/18（日）　　　庄川美術館�

　鵡川町の小学生１～６年生と庄川町の保育所５歳
児・小学校２年生と５年生の絵画、版画、工作を展
示した川の町めばえ展が３回目を迎えます。�
　豊かな川に育まれた子どもたちののびのびとした
作品をどうぞご覧ください。�

　富山県教育委員会では、県内全域において、伝統
的建築技術を施された建築物などの分布調査を３年
計画で行われます。県内には江戸時代から戦前にか
けて多くあり、文化財として保存措置されていない
ことから、価値判断や保存方策などの検討を目的に
調査が行われるものです。�
　下記の建築物などを所有されている方からの情報
提供をお願いします。�
対象物件　近世に造られた建築物や構造物で�

土蔵、板倉、門、塀、鏝絵、漆喰構造物、
地蔵堂、記念碑など�

調査担当者　富山県建築士会員�
情報提供先　教育委員会生涯学習課�
　　　　　　82－5007�
提供期限　平成13年１月30日（火）まで�
そ の 他　今後該当する所有者宅に、調査員が事前

に連絡しておうかがいしますので、ご協
力をお願いします。�



　今日はシチュー作りの日とあって、子どもたちは

うれしそうに登園しました。�

　エプロンをつけて、いよいよ料理が始まりました。�

　たまねぎ、にんじん、じゃがいもの皮をむき、ナイ

フで切ることに挑戦です。�

　園児のぎこちない切り方に、はらはら、ドキドキ

でしたが、子どもたちは、お母さんの気分を味わっ

ているようでした。�

ぐつぐつと煮えるお鍋を囲みながら、「早くできな

いかな」、おかわりしようかな」と、会話もはずみます。�

　でき上がったカレーシチューはことのほか、おい

しかったようで、残す子は誰もいませんでした。�

　保育所では、生活や遊びを通して、豊かな体験が

できるように、日々、保育内容の工夫に努めています。�

　　　65歳になったら、いつから第１号被保
　　　険者としての保険料納付となるのかな。�
　　　65歳になった月（一日生まれの場合は
　　　前月）の分からで、前年分の年金額が確
定するまでの間は、普通徴収となるので、口座
振替をお勧めしているんだよ。�
　　　普通徴収とはどのような保険料の納め方
　　　となるのかな。�
　　　公的年金の年額が18万円未満の時に保
　　　険料を口座振替などで納めてね。また、
特別徴収とは、公的年金の年額が18万円以上
の時に年金保険者（社会保険庁など）が保険料
を天引きするんだよ。第１号被保険者の保険料
の納め方は、このいずれかだよ。�
　　　公的年金とはどのような年金をさすのか
　　　な。�
　　　老齢基礎年金をはじめとした老齢や退職
　　　を支給事由とした年金だよ。老齢福祉年
金、障害者年金、遺族年金は含まないよ。�
　　　介護を必要としていない者でも、保険料
　　　を徴収されるのかな。�
　　　介護保険制度は、介護を必要とする方を
　　　社会全体で支え合うことを目的としてい
るよ。家族だけによる重度の介護は困難である
ことの前提に立って、介護保険事業を運営する

費用の半分を被保険者が皆で負担することとさ
れていますので、ご理解をお願いしま～す。�
　　　保険料を滞納すると介護のサービスは利
　　　用できないのかな。�
　　　一旦サービス費用の全額を支払っていた
　　　だいた上で、事後に費用の９割を払い戻
しすることになるよ。また、滞納している保険
料の額を給付される金額から差引くことや、二
年間滞納するとサービス費用の１割自己負担が
３割に引き上げられるよ。さらに、高額サービ
ス費の支給も受けられなくなりますので注意し
てね。�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�
詳しくは、住民課住民福祉係までお願いします。
　 82－1902�
庄川町で11月末日までに介護保険に認定された

方は197人で内訳は下記のとおりです。尚、在宅�
・施設介護サービスを利用している方は、次の
とおりです。�

22H13年／１月号�

ゆず太くん� ゆず香ちゃん�

の�
「かいご問答」�
の�
「かいご問答」�
の�
「かいご問答」�

介護度�

人　数�

割　合�

介護�
サービス�
利用者�

要支援�

18人�

9.1％�

12人�

38人�

19.3％�

32人�

47人�

23.9％�

40人�

38人�

19.3％�

34人�

27人�

13.7％�

24人�

29人�

14.7％�

26人�

要介護�
１�

要介護�
２�

要介護�
３�

要介護�
４�

要介護�
５�

その前におさらいとなりますが、�
第１号被保険者とは65歳以上の方。�
第２号被保険者とは40歳以上65歳未満の
方です。�

東山見保育所�



岩田  一真くん�
（金屋）�

父…敦　母…智美�

石橋  諒平くん�
（示野）�

父…浩　母…倫子�

石黒  祥理くん�
（金屋）�

父…人司　母…志穂子�

鈴木  美夕羽ちゃん�
（古上野）�

父…智尚　母…友美�

大島  日菜ちゃん�
（示野）�

父…信博　母…悦子�

23 H13年／１月号�

　このコーナーでは、満３歳までの子どもの写真を募集し
ています。�
　住所、保護者、子どもの氏名（性別）、保護者から子ども
へのメッセージ（20字程度）を書いて、役場企画室へ提出し
てください。（郵送でも可）自薦、他薦は問いません。�
　掲載は先着順となります。また、掲載後は、広報と一緒
に返却いたします。�
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●町の人口（12 月20日現在）●�

人　口　7,343（＋14）（△  4）転入　15　210�

　男　　3,545（＋  3）（△  5）転出　  2　211�

　女　　3,798（＋11）（＋  1）出生　  4　  57�

世帯数　2,042（＋  3）（＋14）死亡　  3　  64

累計�
（H12.1.1～）�前年比�前月比�
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編 集 後 記 �
　新年、あけましておめでとうございます。いよい
よ、21世紀がスタートしました。今年も、「広報しょ
うがわ」をよろしくお願いします。�
　この新年号の４～５ページで、「20世紀の主な
出来事」を掲載しましたが、あれもこれも記録とし
て残しておきたいと考えるうちに、紙面が小さな
活字で読み辛くなってしまいました。（ごめんなさい）�
　このページをご覧いただくと、第１次世界大戦
をはじめとした悲惨な戦争が世界でいくつも勃
発していたことがわかります。20世紀は、まさに激
動と混迷と変革の時代だったのかなと思わずに
はいられません。しかし、その一方でベルリンの
壁が崩壊するなど、少しずつ戦争の残した傷跡
が癒されてきていることも読みとることができます。�
　100年後、また、多くの人が21世紀を振り返ると
思いますが、その時、世の中が平和で、明るい話
題にあふれていることを何より願っています。ま
ずは、新しい世紀の始まりの年に、みなさんが、
幸せを感じられることがたくさんありますように。�
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本紙は、資源保護のため再生紙を使用しています。�
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、

値
千
金
の
風
景
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
小
牧
の
集
落
に
は
、
伝
統
的
な
日

本
の
美
が
潜
ん
で
い
る
。�

写
真
撮
影
・
解
説
　
杉
森
富
美
吉 
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石積んだ古い土蔵あり小牧道　小牧旧道付近
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